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  第一章 天の行路の事実と性質


  
    「これらの人はみな信仰の中で死にました。約束のものは受けませんでしたが、それを見て遠くから挨拶し、そして、地上では異国人であり巡礼者であることを、自ら言い表しました。そう言い表すことによって、彼らがふるさとを求めていることを示しています。もしその出て来た所を考えていたなら、帰る機会はあったでしょう。しかし実際、彼らが望んでいたのは、もっと良い、天のふるさとでした。それゆえ神は、彼らの神と呼ばれることを、恥とはされませんでした。事実、神は彼らのために都を用意しておられたのです。」（ヘブル十一・十三～十六）
  


  この一連のメッセージを与えるしばらく前のことです。静まって多くの事から逃れることを願いつつ、私はふるさとに行きました。私の心は主とその御言葉に大いに向かいました。早朝の時間、天が開かれて、すべてが生き生きとしだしたかのようでした。すべてが素晴らしく開かれて、「天の行路の開拓者たち」という一つの句に集中しました。この句はまさに、先ほど読んだ御言葉の要約です。これから天の行路について考え、多くのことを述べることになると思いますが、主な関心は天の行路の開拓というこの問題にあります。手始めに、この天の行路そのものについて考えることがある程度必要です。しかし、繰り返しますが、今回、主がおもに関心を寄せておられる事柄、したがって私たちの関心事でもある事柄は――私はそう信じていますが――天の行路の開拓というこの途方もない課題なのです。


  地は天と関係している


  聖書は天と共に始まります。「初めに神は天と地を創造された」――「地と天」ではありません。天が先です。聖書は聖なる都、新エルサレムで終わります。この都は天から出て神から下って来ます（黙示録二一・二）。最初と最後に天が出てくるように、その中間にあるものはすべて、神の御言葉の最初から最後まで、天からであり、天に至ります。自然の領域でそうであるように、霊の領域でもそうです。天が地と地のものを支配しており、地のものは天のものに応答しなければなりません。究極的なものは諸々の天であり、天です。すべては天の光の中になければならず、天に応答しなければならず、天から発しなければなりません。これが神の御言葉の総計であり、聖書の全容です。


  この世やこの地は無縁な孤立したものではありません。この世やこの地は神の御計画にとって重要です――確かに、それは天が大いに関心を寄せている対象です。おそらく宇宙最大の出来事がこの地上で起きました。神が肉体をとってこの地に来て、そこで生活し、この世のためにご自身を与えられたのです。永遠の御計画のこの偉大なドラマはこの地と関係しています――それにもかかわらず、地は離ればなれの孤立したものではなく、天と関係しています。地に意義があるのは、その天との関係によります。地の意義と重要性は、地よりも偉大なものに由来します――すなわち、天に由来するのです。


  神は天におられることを聖書は教えています。「神は天におられます」（伝道の書五・二）。こう宣言されています。天にはある体系、秩序があることを聖書は教えています。その体系や秩序は真実なものであり、究極的なものです。最後には、この天の秩序の複製がこの地上に樹立され、神の御計画はすべて完成されます。キリストは天から来て、天に戻られました。神の子供であるクリスチャンは天から生まれて、その命は天にあります。そして、神の子供の命は天で完成されます。神の傑作である教会の起源は天にあります。教会は天の召しと天の定めにあずかっています。これらすべてのことで、また他の多くのことで、「天が支配して」います（ダニエル四・二六）。この天の偉大な要素がすべてを支配しているのです。


  神の子供たちは天と関係している


  私たち自身について言うと、もし私たちが神の子供たちなら、私たちの受ける教育や経歴はすべて天と関係しています。これはさしあたって大いに詳しく追求すべき問題の一つです。しかし、「神の子供としての私たちの経歴や教育はすべて天と関係している」と述べておくことにしましょう。これを直ちに理解してください。これはたんに、「私たちは天に行くことになる」という意味ではありません。私たちは天の王国と関係しています。私たちは天の王国の中に生まれ、天の王国によって養われています。天の王国は私たちの永遠の分け前です。前に述べたように、私たちの受ける教育はすべて天と関係しています。あなたや私が学ぶべき事は、天で御旨がどのように行われているのかを知ることに尽きます。主は「あなたの御旨が天で行われているように、地でも行われますように」（マタイ六・十）と仰せられましたが、その意味を学ぶことです。この御言葉は神の子供が受ける教育をすべて網羅している、偉大な包括的御言葉です。というのは、この祈りは「天におられる私たちの父よ」という言葉で始まるからです。天と同じように、地にもならなければなりません。全生涯にわたる教育、深く徹底的な訓練は、天との一体化にあります。


  新約聖書が記されつつあった時代、クリスチャンにとって聖書と言えば旧約聖書のことでした。新約聖書を読むと、時々、聖書について記されています――「それは聖書が成就されるためです」、「聖書に記されているように」等々――それが指しているのは旧約聖書のことでした。初代のクリスチャン、第一世代のクリスチャンにとっては、旧約聖書が唯一の聖書だったのです。彼らには私たちの新約聖書はありませんでした。彼らにとっては旧約聖書が聖書でした。そして、クリスチャンたちの霊的経験を裏付けるために、常に旧約聖書が用いられ、参照され、取り上げられていたのです。冒頭に引用したヘブル人への手紙がまさにそうです。最初から最後まで旧約聖書が詰まっています。新約クリスチャンの霊的生活の意義を説明・記述するために、旧約聖書が絶えず使われています。


  天に関する巡礼


  旧約聖書全体を通して見られるものは巡礼です。天に関する巡礼です。最初に遡ってみましょう。創造における神の意図によると、天と地との間にはこのような調和が確立されるべきでした。それは神がこの世界で喜びと幸いと安息を持つためでした。天と同じように地でもそれらのものを持つためだったのです。神がこの世界を造られたのは、ご自身の喜びのためであり、ご自身のためでした。神がこの世界を造られたのは、神がそこにやって来て、完全な満足、安息、喜びに入るためでした。この最初の絵図が見せているのは、神はご自身が創造した世界を喜んで訪問されたということです。神はこの世界を創造されました。これは神の御業でした。そして、聖書が告げるところによると、神はこの世界を造ってご自身の安息の中に入られました。神はこのご自身の被造物の中に安息を見いだされたのです。


  ああ、しかし、堕落という悲劇以降、天と地の調和は失われました。天と地は今や一致していません。この世界は天との戦いの中にあります。この地上はすっかり変わってしまいました。この世界に関するかぎり、そこにとどまることや、そこに来ることは、神にとって喜びではありません。地上における神の臨在は証しのためであって、完全なものではありません――それはこの地の所有権は神にあることを証しするためであり、「地とそれに満ちるものは主のものである」（詩篇二四・一）という事実を証しするためであり、神が地を造られたのはご自身の喜びのためだったことを証しするためです。神がここにおられるのはただ証しのためであり、証拠としてです。神にはこの証しが必要です。今、神は完全な形で地上におられるのではありません。かなり現実的な意味で、また、かなりの程度、神はこの世界の外側におられますし、天とこの世の間には戦いがあります。また、たとえ証しがこの地上にあったとしても、この証しそのものも地上にあって地上にないのです。それは外側にあります。神の臨在の証しの器自体が、何かこの地上には属さないものなのです。その器の住まいはこの地上ではありません。その器はこの地上に都を持ちません。地上の「中に」ありますが、地上の「もの」ではありません。この世界にあって異国人です。堕落以降そうでした。


  さて、神はこの証しのために代々僕たちをとらえてこられました。その僕が個人であれ団体であれ、その全歴史を通して、それは天にまつわる霊的開拓の歴史でした。これを理解されたでしょうか？もう一度言わせてください。神はこれまでご自身の証しのために数々の器を選んでとらえてこられましたが、その器が個人であれ団体であれ、その歴史は開拓の歴史だったのです。彼らは道を切り拓き、道を切り進んで、この世界に関するかぎり何か新しいことを行いました。そして、新たな土地を開拓して、天に関する数々の新たな発見をしました。彼らは天の領域の開拓者だったのです。なんと膨大な歴史がこのような句の中に集約されることでしょう！


  巡礼者たちにとって重心は天にある


  この開拓の任務の特徴を一つ、二つ見ることにしましょう。まず第一に、天から召され、天によってとらえられて、天的な御旨に仕えるようになった人々は、自分たちの重心が内面的かつ霊的にこの世界から天に移り変わったことに気づきます。「自分はこの世界には属していません。この世界は自分の休み場ではありません。この世界は自分のふるさとではありませんし、自分の重心でもありません。内面的にこの世界に惹かれません」という深い感覚があります。開拓者の霊の中には、「自分はこの世にあるものと戦っており、それと一致することも、それを受け入れることもできない」という感覚があります。繰り返しますが、内面的かつ霊的に、重心がこの世界から天に移り変わったのです。これは持って生まれた意識です。そして、これはこの天の召しの最初の内容であり、最初の効力であり、高き所から召された私たちの召しの最初の結果です。


  私たちはこれによって吟味することができます。もちろん、どんな単純な神の子供にもこれが言えます。上から生まれた人、上から真に生まれた人の意識に最初にのぼるのは、「重心の変化」です。どういうわけか、内面的に、私たちは一つの世界から別の世界に移ったのです。どういうわけか、生来関わってきた世界はもはや私たちを支配しなくなります。それはもはや私たちの世界ではありません。どんな言い方をするにせよ、このような意識があるのです。もしそうでないなら、主イエスを信じると告白していても、それはかなり疑わしいです。そして、持って生まれたこの新しい重心の感覚は、ますます成長していかなければなりません。そして、それにより、どんな形であれ、この世界を受け入れることは私たちにとってますます困難なものにならなければなりません。再び言いますが、これは私たちの霊的成長の試金石であり、私たちの巡礼とその進捗状況の試金石です。しかし、結局のところ、これは初等的なことです。


  天然の人は天の領域を知らない


  この別の領域を私たちの心は意識するようになり、この別の領域に向かって重力が私たちの霊の中に作用し始めます。この別の領域を天然の人は全く知りません。天然にとってそれは全く別の領域です――異なる、馴染みのない、未踏の領域です。どれほど多くの人が私たちより先に出かけたのかは問題ではありません。どれほど多くの人がこの道を歩み始めて、長い道のりを進んで行ったのかは問題ではありません。一人一人にとって、それは全くの新世界であり、経験を通して知ることしかできません。他の人の経験から益を受けることもできますし、そうした益のゆえに神に感謝しますが、他の人のどんな経験も、この道で私たちを一歩たりとも進ませることはできません。私たちにとってそれは新しい、全く新しい、奇妙な道です。この道について私たちはすべてを最初から学ばなければなりません。


  これにより開拓は――開拓とは常にそういうものですが――孤独な道となります。私たちに遺産を渡せる人はだれもいません。この奇妙な未知の世界で、私たちは自分自身のものを得なければなりません。それには、この世界にしたがった新たな性質と、生まれつき備わっているものではない諸々の能力が、根本的に必要です。調べることで神を見いだせる人はだれもいません（ヨブ十一・七）。そのような能力は私たちにはありません。天からそのような能力が私たちの中に生まれなければなりません。私たちは何事も自分で発見しなければなりません。私たちは自分で神を発見しなければなりません。心の通った人との関係を神は願っておられますが、私たちはこの関係を詳細にわたって発見しなければなりません。


  光が証しを通して臨むかもしれませんし、聖書を通して臨むかもしれません。助けが相談を通して臨むかもしれませんし、苦労して突き進んで先に行った人々から、霊感が私たちに臨むかもしれません。しかし最終的に、私たちは天の国で自分自身の霊的土地を持たなければなりません。そして、その土地を平定し、開墾し、開拓しなければなりません。これが真実であることはご存じでしょう。あなたは霊的生活でこの道を進んでいるところなのです。あなたは自分自身で見つけ出さなければなりません。ああ、「だれかが自分の経験を活かして私たちを引き受けて、目的地まで連れて行ってくれればいいのに」とどんなに私たちは願っていることか！主は決してそんなことを許されません。もし私たちが実際本当に天の道の上にいるなら――その道を歩み始めたばかりではなく、座り込んだり諦めたりしていないなら、もし私たちが天の道を進んでいるなら、私たちはみな開拓者です。私たちが開拓したおかげで、その諸々の益に他の人があずかることもあるでしょう。しかし、次のような感覚があります。すなわち、たとえどんなに遅れていたとしても、各自が自分でいくつもの発見をしなければなりませんし、そうすることが最善なのです。結局のところ、霊的生活に二番煎じはありません。


  開拓には代価や戦いが伴う


  そこで、この開拓の三番目の特徴にやって来ます。開拓には必ず大きな代価や苦難がつきものです。そして、これは霊の行程、道なので、この開拓の代価はおもに内面的なものです。


  困惑、そう、困惑です。私は私たちの兄弟であるウオッチマン・ニーのメッセージの翻訳を読んでいました。その中で彼は次のようなことを述べています、「かつて私はクリスチャン生活に関して高邁な観念を抱いていて、『クリスチャンが困惑するのは全く間違っている』と思っていました。『クリスチャンが落胆する――そんなことは大間違いです。クリスチャンが絶望する――そんなことは大間違いにちがいありません。そんなことはクリスチャンにあるまじきことです』と思っていました。しかし、パウロの言葉を読んだ時――パウロは困惑して落胆と絶望の中にあったのです――それは私にとって現実問題になりました。クリスチャンのあるべき姿として自分に言い聞かせてきたことと、異なっていたからです。しかし結局のところ、パウロの言葉は何も間違っていないことを認めなければなりませんでした」。そうです。クリスチャン、使徒パウロのようなクリスチャンですら、困惑し、落胆し、絶望に陥ったのです。これが開拓者の道です。


  困惑。困惑とは何を意味するのでしょう？それは能力や理解力の必要性を意味します。ある領域で能力や理解力が必要なのですが、それに全く欠けているのです。あなたの及ばない領域があります。それが意味するのは、「いつも同じ事で同じだけ困惑する」ということではありません。あなたは成長してこの問題に関する困惑から逃れるでしょうし、理解するようになるでしょう。しかし、あなたは最後まで困惑することになるでしょう。なぜなら、天はこの世界よりも大きく、この天然の命よりも広大であって、私たちは成長し続けなければならないからです。困惑は開拓者たちの宿命なのです。


  弱さ。ニー兄弟は尋ねます、「弱さの中にあるクリスチャン、自分が弱いことを告白するクリスチャン。クリスチャンにあるまじきことでしょうか？」。パウロは弱さについて、自分の弱さについて大いに述べています――それが意味するのは、もちろん、自分自身のものではない別の種類の力が存在するということです。この力を私たちは発見しなければなりません。この力は天然の人の知らないものです。これが開拓者の道です。私たちの及ばない知恵に至るには、しばらくの間、困惑の中を通らなければなりません。私たちの及ばない力に至るには、しばらくの間、自分の弱さの中を通らなければなりません。私たちは学んでいるところなのです。これに尽きます。これが開拓者の道であり、代価が必要です。その代価とはこのように内面的なものであって、多岐にわたります。


  しかし、これは内面的なものですが、他方において外面的なものでもあります。ヘブル人への手紙はこの巡礼の二つの面で満ちています。「これらの人はみな（中略）地上では異国人であり巡礼者であることを、自ら言い表しました」（ヘブル十一・十三）。使徒が記したのは霊的な旅であり、地から天への移行でした。そこには内面的な面がありました。しかし、ヘブル人にとっては外面的な面もあったのであり、私たちについても同様です。自然の流れは、放っておけば、必ず下向きに流れます。自然界のものを放っておけば、必ず下り坂を落ちて行きます。これは真実ではないでしょうか？美しい園も、それを手入れして綺麗に整えてやるのをやめるなら、たちまち荒れ果てて、鬱蒼とした無秩序なものになります。これは霊的な意味で私たちにもあてはまります――地に向かう重力は、落ち着くこと、争いや戦いをやめること、霊的生活の緊張感から逃れることを、常に願っています。全教会史はこの傾向に関する一つの長い物語にほかなりません。教会はこの地に定住して、この世と同化し、地上で受け入れてもらうことや人気を博することを求め、争いや巡礼の要素を消し去ろうとしてきました。これが万物の流れであり傾向です。それゆえ、内面的にも外面的にも、開拓には代価が必要です。


  あなたは宗教の流れにも立ち向かいます。このヘブル人への手紙をもう一度見てください。地に向かって後退し、下って行く流れがありました。キリスト教を地的な宗教組織にしようとする流れがありました。あらゆる外面的なもの、形式、典礼、儀式、祭服によって、キリスト教を何か地的なものにして、目に見えるもの、感覚に応じるものにしようとしていたのです。この流れがこのヘブル人のクリスチャンたちを強く引っ張っていました。この流れは彼らの魂や彼らの天然に大いに訴えるものでした。この手紙が書かれたのは、「それらのものを後にして、進み続けようではありませんか」と言うためだったのです。私たちは巡礼者であり、異国人です。重要なのは天です――私たちが天に来ていることに関する、あの偉大な段落を思い出してください（十二・十八～二四）。


  しかし、地上に「落ち着いて」しまったこの宗教組織に立ち向かうのは、代価を要するたいへんなことです。時折私は感じるのですが、これはこの世そのものに立ち向かうことよりも、遥かに大きな代価を必要とします。宗教組織の方がこの世以上に無情で、冷酷で、厳しいものになるおそれがあります。宗教組織はあらゆる卑しい動機、卑劣な動機、偏見や疑い――そのようなものはこの世のまともな人々の間にすら見られないものです――によって動くおそれがあります。天に向かって進み続けるには代価が必要であり、苦痛に満ちています。しかし、これが開拓者の道であり、これはそういうものだと覚悟しなければなりません。この手紙には次のような句があります、「ですから、私たちは宿営の外に出て、みもとに行こうではありませんか」（ヘブル十三・十三）――ここで宿営が何を意味するのかについては、あなたの判断にお任せします。「宿営の外に出て、みもとに」とは、嫌疑をかけられて追放されることを意味します。


  「これらの人はみな信仰の中で死にました。約束のものは受けませんでしたが、それを見て遠くから挨拶し」――これは開拓者が見ていたものではないでしょうか？開拓者は常に見ており、遠くから挨拶していたのです。そして、その日は短い生涯の先の日のことかもしれませんが、その日を歓迎していたのであり、その実現の日に向かって挨拶を送っていたのです。「そして、地上では異国人であり巡礼者であることを、自ら言い表しました。そう言い表すことによって、彼らがふるさとを求めていることを示しています。もしその出て来た所を考えていたなら、帰る機会はあったでしょう。しかし実際、彼らが望んでいたのは、もっと良い、天のふるさとでした。それゆえ神は、彼らの神と呼ばれることを、恥とはされませんでした。事実、神は彼らのために都を用意しておられたのです」。神はご自身と共に御旨に向かって巡礼の途上にある民を恥とはされません。神は彼らをご自身のものと呼ばれ、神は「彼らの神と呼ばれ」ます――そして、「神は彼らのために都を用意しておられたのです」（ヘブル十一・十三～十六）。


  これについて考えてみると、これは驚くべき要約です。「これらの人はみな」――なんと包括的な「みな」でしょう！彼ら全員を網羅しつつ、この御言葉は彼らについて述べます、「彼らは何かを見ていたのです」と――そして、見ていたからこそ、彼らは地上にある最後の日まで、最後の息を引き取るまで、決して休めなかったのです。彼らは依然として巡礼者であり、決して休めませんでした。これは目に見えない世界からの召しであり、彼らの内にありました。私たちを天に導くために、この召しが私たちの内にも天から臨む必要があるのではないでしょうか？あなたはこの召しを受けたでしょうか？


  さて、これから見ることになりますが、これがすべての鍵であり、すべてを解き明かします。これは保証です――ああ、このゆえに神はほむべきかな。主の民のもっと多くの人がその力をさらに知りますように！――私たちの内にある神の御霊によって生じた願望、渇望、探求はすべて実現されることを、これは保証しているのです。


  あなたは飢えているでしょうか？不満足でしょうか？それは、優ったものの到来を告げる予告です。あなたは満足しているでしょうか？あなたは落ち着いてしまったのでしょうか？あなたは近視眼的で視野も狭いのでしょうか？この地上を進み続けることができるのでしょうか？物事をありのまま受け入れられるのでしょうか？結構なことです、あなたは地上に残されて、あまり遠くまで進めないでしょう。神はご自身のことを巡礼者たちの神と呼んでおられます。神は巡礼者たちの神であり、巡礼の字義どおりの観念――天の字義どおりの観念と言ってもかまいません――を私たちからすっかり取り除かれます。というのは、天がどこにあるのか私は知らないからです。しかし、天の秩序なるものが存在すること、一生のあいだ毎日、天に関する取り扱いを受けつつあることを、私は知っています――字義どおりの面は度外視して、霊的な面を見ようではありませんか。霊的な面は大いに現実的です。そして、「この巡礼の精神を力強く私たちの内に植え付けてください」と主に求めようではありませんか。


  先に進むにつれて、あなたはわかるようになるでしょう。霊的生活のある時点で、あなたはすべてが素晴らしくて完全なため、「自分は終局の目標に達した」と感じるかもしれませんが、時が来ると、それは無に等しいものとなり、「自分は幼稚だった」と振り返ることになるのです。当時は読んで養いを受けたものでも、後になると、「どうしてこんなものから益を受けたのか、さっぱりわからない」とあなたは言うようになります。誤解しないでください。それには何の問題もありません。少なくともその時点では、それは人々にとって申し分のないものです――しかし、あなたは進み続けなければならず、何か優ったものを得る必要があります。私たちは常に殻を打ち破って成長し、先に進まなければなりません。私たちは越える人々であるべきです。おそらくこれが「ヘブル人」という言葉の意味でしょう。この手紙はヘブル人への手紙と呼ばれており、巡礼者や異国人について述べています。仮に「ヘブル人」という言葉が彼方からの人を意味するのだとすると、まさに私たちは彼方からの民であり、私たちの家や私たちの慕うものは彼方にあります。私たちは地上では巡礼者です。彼方の巡礼者なのです。


  どうか主がこれを役立ててくださり、一面において、停滞した状態や、誤った満足感や、この地上で目標に到達したいという不当な願望から、私たちを導き出してくださいますように。また他方において、私たちの目と心を先人の開拓者たちに絶えず向かわせてくださいますように。彼らは見て挨拶しつつ、必要とあらば信仰の中で死んだのです。


  



  第二章 地のものと天のものとに関する転機


  



  聖書朗読：民数記十三・一～三、十七～二三、二七～三三。十四・一～三。


  



  私たちは天の行路の事実と性質について考えてきました。聖書は天の創造と天の統治をもって始まります。また聖書は、天によって形造られたものが天から出てくる場面で終わります。すなわち、聖なる都、新しいエルサレムが、天から出て神から下って来るのです。これはヘブル十一・十六で読んだ御言葉――「神は彼らのために都を用意しておられたのです」――の成就です。


  地と天の衝突


  ここで次のことを思い出しましょう。旧約聖書の特徴は、そのどの段階においても、二つの世界、二つの秩序の衝突です。すなわち、天と地の衝突です。旧約聖書全体を通してこの要素があります――すなわち、天がこの世界に臨んで、その起源及び成り立ちが天の天的な秩序や性質にかなっているものを、この世界の中に獲得するのです。これを確かめるのに、旧約聖書に関するあまり深遠な知識は必要ありません。旧約聖書の物語をざっと思い返せば、そこには常に衝突や戦いがあることがわかります。天と地の間の戦いです。天はこの世界に満足していません――その正反対です。天は地上のこの世界にあるものと敵対しています。しかし、天はあるものを得ようとしています。そのあるものとは、この世界から選び出して、天の標準にしたがって再構成できるものです。ですから、天は地に敵対し、対抗していますが、他方において、それと同時に、天はまさに最初からずっと、いわば人々をとらえてきたのです――個人や国家に関する一筋の系図があります――それは、彼らがまだ地上のこの世界にいる時から、彼らをこの世界から引き離すためであり、そして深遠な過程によって、他の何者とも全く異なるタイプ、全く異なる種類の人々にするためでした。別の言葉で言うと、彼らを天の御旨のためにとらえるためでした。


  旧約聖書の人々は天の行路の開拓者でした。すでにその意味については少し見ましたが、今はこの特別な点に全く注意を集中したいと思います。これが意味するのは、天の行路なるものが存在しており、その行路は異なるものである、ということだけではありません――上から生まれた人なら、これを心の中で自覚しているでしょう。先に進むにつれて、この天の行路が他のすべての行路といかに異なっているのかを、私たちはますます学ぶようになります――しかし、今回の焦点はこれではありません。今回の焦点は、この天の行路を開拓する働きが存在する、ということです。天と関係を持つよう召される召しが存在するのです。それは道を切り拓き、道を獲得して、神の全き御旨の理解や解釈を可能ならしめるためです。これは後に続く者たちに対する務めです。前に述べたように、「上から生まれた人はみな開拓者である」という感覚があります。なぜなら、そのような一人一人にとって、この道は新しい道であり、ただその人だけがその道を辿れるからです。彼らに代わってその道を歩める人はだれもいません。だれにとってもその道は新しい道です。今回はこの使命の面について考えることにします。


  主の子供たちの大半は、この天の行路についてほとんど何も知りません。これに疑問の余地はありません。組織的キリスト教の大半は、地的な標準や観念や資源を持つ、地的なものになってしまいました。それゆえ、霊的にはなはだ制限されています。天と比べると、この世界はとてもとてもちっぽけです。文字どおりそうであるだけでなく、霊的にもそうです。天の王国は巨大なものであり、人のどんな観念をも遥かに超えています。神の御思いによると、天の領域は地よりも高く、地的観念を完全に超えています。そして、この地を十分に離れないかぎり、一方において、自分たちがなんと惨めでちっぽけな存在なのか、また他方において、天では地よりもなんと行動できる領域が格段に広がるのか、私たちは理解できません――これは霊的な意味においてです。今日の大きな、大きな必要は、神の民、神の教会が、天的な幻と使命をもって、この真に天的な立場に到達することです。


  さて、これは多くのことを意味しますが、個人あるいは団体の何者かが、この道を開拓して、教会をその当初の領域に戻さなければならないことをまさに意味します。教会は地に向かう恒常的な流れに屈して、その領域から落ちてしまいました。開拓するための僕が必要であり、その道には代価が必要です。


  さて、繰り返すと、旧約の人々はこの天の行路の開拓者でした。これがまさにヘブル人への手紙の著者が述べていることであり、特に先ほど読んだ節が述べていることです。天にはそれ自身の水準や基礎があり、地はそれを提供することができません。旧約聖書で最も偉大なキーワードの一つは「聖別する」という言葉です。「聖別する」という言葉は、分離すること、聖とすること、奉献すること、取り分けることを意味し、おもに霊的な内面的事柄であって、天と地を分けることを意味します。神はこの二つを分けて、引き離されました。霊的な内面的方法でも、この二つは引き離されなければなりません。ですから、旧約聖書のこの人々はこの意味で分離されていたことがわかります。彼らの存在のまさに中心で何かがなされ、それによって彼らはこの世界から分離されて、この世界の行路とは全く異なる逆の行路についたのです。そして、もし彼らが圧迫や圧力や欺きのせいで、意識的にせよ無意識的にせよ、この地に触れようものなら、直ちに混乱に陥りました――自分たちが道から逸れたことを、彼らは内側で直ちに察知しました。なすべき唯一のことは、何とかして戻ることでした。これを何度も何度も見ます。天は彼らの立場に対抗して証ししました。彼らは問題の中にありました。立ち返らないかぎり、彼らは先に進めませんでした。彼らは別の標準によって治められていたのです。しかし、ああ、その標準はなんと異なっており、なんと理解が困難なのでしょう！


  カインとアベルを考えてみてください。この世の観点から見ると、カインのささげ物は苦労して手に入れた価値あるものでした。この世の宗教的な人々の観点から見ると、カインのどこが間違っていたのか、アベルがカインよりどれほど正しかったのか、どれほどアベルは絶対的に正しく、カインは絶対的に間違っていたのかを、見るのは困難です。しかし、この問題によってアベルの絶対的正しさが示されました。アベルは天に辿り着きました。これは事実です。アベルは神に辿り着き、天に辿り着きました。しかし、カインに対して天は閉ざされ、神はカインを拒絶されました。


  「何が標準なのでしょう？」とお尋ねでしょうか？それはまさに天と地の違いにほかなりません。これに尽きます。天の基礎と天に近づくための水準は、地のそれとは全く異なります――宗教的な地のそれとも異なります。宗教的な人は同じ神を持ち、同じ神を礼拝し、同じ神に自分の供え物を持って来るかもしれません。しかし、それにもかかわらず、天に至る道を持っておらず、天の行路の途上にもありません。天にはそれ自身の基礎、水準、備えがあり、地はそれを見つけることも提供することもできません。異なっているのです。天に到達しようとする時、私たちはこの事実に直面します。私が話しているのは地理的場所についてではなく、神のみもとに辿り着くことについてであり、天に対して開かれている道を見つけることについてです。天そのものの備えによってのみ、天に辿り着くことができます。あなた自身の天然的な計算は完全にことごとく覆されます。天然が提供しえない何かを見いださなければなりません。もしカインのように宗教上の理由で自分の理屈を通そうとして、その根拠に基づいて神のみもとに行こうとするなら、あなたはどこにも辿り着けません。「信仰によって、アベルはカインよりも優った供え物を神にささげました。それにより、彼は義であるとの証しを得ました。神が彼の供え物を証しされたのです」（ヘブル十一・四）。天が証ししたのです。


  こうした事柄の性質や詳細について、私はすべてを取り扱っているわけではありません。私は事実を指摘しているのです――天の水準や判断は全く異なるものであり、もし私たちがたとえ宗教的な方法だったとしてもそれで天に入ろうとするなら、私たちは天の水準や基準によって完全に混乱に陥るでしょう。ニコデモは宗教組織を代表する最も完全な代表者かもしれませんが、天に関するかぎり、どこにも辿り着けません。天に入る手段のために、天自身が備えをします。あなたは天の備えを得なければなりません。あなたは「なぜでしょう？」と何度も尋ねるかもしれませんが、これが事実なのです。


  開拓者たちと指導者たち


  さて、先ほど読んだ民数記の御言葉に戻ることにしましょう。この記事は斥候を遣わした時のことです。この出来事全体の焦点は二人の人――ヨシュアとカレブ――です。さて、よく注意してください。父祖たちの家の十二人のかしら――イスラエルの王子たち（意義深い言葉です）、代表者たち――はみな、天の行路の開拓者たちと呼ばれています。彼らがかしらであり、王子だったのは、原則として、彼らが開拓者たるべきことを意味しました。これが開拓者の原則です。もしあなたが真に開拓者なら、あなたは指導者であり、王子としての性格を帯びています。しかし、自分たちの召しを成し遂げたのは、その中の二人だけでした。他の人たちも開拓者になるはずだったのに、開拓者になったのは二人だけでした。このような顛末になることがしょっちゅうあります。この仕事を果たすのは少数派であり、まごうことなき少数派です。他の人々は名ばかりで、その仕事を果たしません。役職はありますが、務めを果たしません。要点は――何がなされているのか？ということです。民数記のこの箇所の場合、ヨシュアとカレブがいました。


  過去との架け橋


  さて、少し時間を費やして、ヨシュアとカレブというこの二人の人の意義を考えることにしましょう。初めに、この二人を過去との接点として見ることにします。二人が担った神の御旨は、神がアブラハムと結ばれた契約にまで遡るものでした。ですから、ヨシュアやカレブと共に、アブラハムが大いなる証人として浮かび上がります。過去を回想して、アブラハムの意義――その意義をこの二人も担ったのです――を新たに思い起こさなければならない、という促しを読者は直ちに受けるでしょう。なぜなら、ヨシュアとカレブが直面した点は決定的な点であり、非常に重大な危機の時だったからです。今や重要な問題は――「神の御旨はこの民の間で成就されるのか？それとも、されないのか？」ということに尽きました。これは決して小さな問題ではありません。現実に危機が生じました。そして、この二人が決定的要素だったのです。


  アブラハムが占める地位の三つの特徴を、ここに見ることができます。


  霊的で天的な子孫


  まず第一に、霊的で天的な子孫という特徴があります。これを理解してください――霊的な子孫、天的な子孫です。今日、私たちは大いに進んだ立場にあります。私たちは今や、聖霊を通して、アブラハムの意義を完全に知っています。私たちには新約聖書があり、新約聖書がアブラハムについて述べていることをすべて知っています。使徒パウロを通して私たちは完全な啓示を持っており、今や新約聖書から見ることができます――知識を求めて旧約聖書に戻る必要はありません――手にしている新約聖書により、今やアブラハムの意義を完全に理解しています。この点について、私たちにはさらなる多くの光があります。


  霊的で天的な子孫。これがどのようにヨシュアやカレブと関係していたのか、彼らがどのようにそれを担ったのかがわかります。しかし、アブラハムの別の子孫であるこの民は、霊的でも天的でもありません。この民は地に降りてしまいました。先ほど読んだ民数記のこの十三章と十四章に、この民の反応が記されています――彼らはなんと醜く、なんと地的で、なんと霊的幻と命と渇望に欠けているのでしょう！彼らは地によって完全に支配されています――目に見える光景、地上の物事、困難、山々によって支配されています。彼らにとって、道は八方塞がりです。ヨシュアとカレブにとっては、山々こそが道であり、妨げではありませんでした。そこに天の行路があったのです。しかし、他の人々は天の行路を何も見ていませんでした。彼らは地的だったのです。


  天的で霊的な子孫――これがアブラハムにおける神の御思いであり、新約聖書の中で私たちに対して明らかにされています。


  唯一無二の子孫


  しかし、これからさらにどのような光が得られるのでしょう？それは何か唯一無二のものでした。パウロはガラテヤ人への手紙の中でこれについて論じています。「さて、アブラハムとその子孫に約束が告げられました。それは、多数を指して『子孫たちに』と言わずに、一人を指して言っています」（ガラテヤ三・十六）。それは唯一無二でした。私たちはすぐにその結果を見ることになります。しかし、これに気をつけてください。アブラハムに関するかぎり、それはもっぱらサラと不可分に結びついていたのです。当時、一人の男が複数の妻を持つことが許されていました。しかし、神はこの問題をサラに限定されました。アブラハムは、圧迫と圧力の下、別の道筋や別の手段――ハガル――で何とかしようとしました。しかし、少し前に述べたように、ここでアブラハムは失敗、逸脱、失態を犯したのです。彼は試み、圧力、強要に屈しました。天の道筋を離れて、それを悔やむことになりました――歴史上、その悪影響は今日まで及んでいます。アブラハムはサラに戻らなければなりませんでした。神はこれを限定されました。それはただ一人だけの問題でした。ハガルでも他のだれでもありません。このサラでなければなりません。


  超自然的誕生と超自然的成長


  そして、この子孫は天のあらゆるしるしを帯びています。その誕生は超自然的であり、天然の道筋では不可能です。これがイサクです。アブラハムはこれに制限され、天の介入を受けるように制限されました。天が顧みないかぎり、成長はおろか誕生も不可能です。神はこれに大いにこだわっておられました。神が正当なものにいかにこだわっておられるのか、しばしば神は私たちに示されます。それは、間違いの恐ろしさを私たちに見せることによってです。神は間違いをそのまま過ぎ去らせたりはなさいません。過ち、逸脱をそのままにしておかれます。誤った歩みのせいで、私たちは時として人生の最後まで苦しむことになります。神はそれをそのままにされます。それは私たちが見るようになるためです――正しい道こそ大切な道であって、それはたんなる選択肢の一つではないのです。天の行路こそ唯一の道です。それに代わるどんな道も、「それを通っても通らなくてもどうでもよい」という姿勢で通ることは許されません。それは実に重大な問題であることに、私たちは気づくことになります。私たちはこの原則についてなんと多くのことを学ばなければならず、また学んでいるところでしょう！これは私たちの生活に起きる多くの出来事を解き明かします。神は私たちを御手の中に握っておられるのです。


  死と復活の原則


  しかし、イサクは天の介入、奇跡による産物だっただけではありません。神はこれを最後まで推し進めて、極限にまで至られることがわかります。神はイサクをいけにえとしてささげるよう要求されたのです。イサクは奇跡によって、天の介入によって生まれました。しかし、依然としてさらに何かがなされなければなりません。イサクは死んで、死者の中からよみがえらされなければなりません。この神の大能の御業が臨んで、それを承認しなければなりません。ローマ一・四でパウロは、「死者からの復活により、聖潔の霊により、力をもって神の御子と示された」と述べていますが、「復活により……神の御子と承認された」と訳すこともできるでしょう。これがイサクであり、天によって承認されたのです。


  これには私たち自身の霊的歩みもかなり含まれます。私たちは奇跡と天の介入によって再生されただけではありません。この歩みはそれ以降ずっと承認され続けてきたのです。神はこの歩みを復活の命によって維持することを要求されます。そして、私たちが死を幾らかでも経験しないかぎり、復活の命には何の意味もありません。神は私たちを天的立場の上に保たれます。これがイサクの意義です。私たちを天の立場の上に置くだけでなく、天の立場の上に保つのです。これは、復活だけが唯一の道である状況下で、復活が継続的に表されることによります。


  結局のところ、私たちのクリスチャン生活の始まりがどうであれ――私たちは素晴らしい回心を経験し、その時と場所をノートに書き記せるかもしれません――それは結構なことかもしれませんが、クリスチャン生活は復活の表れによって絶えず承認され続けなければならないのです。私たちはこの立場の上に保たれなければなりません。これが開拓者の道です。天の行路を開拓する道は、死とその恐ろしさの意味を何度も何度も経験することです。それは復活とその偉大さの意味を知るためです。これが開拓者の道です。神の子供の多くがこの道を行きました――それはこの天の行路を生けるものに保ち、クリスチャン生活を弱めようと常に狙っている地のこの「腐食」を食い止めるためでした。これがなんと真実か、私たちは知らなければなりません。


  自分の真の嗣業は天にあることを、アブラハムは知るようになりました。私は常々思うのですが、神の御手の下にある、アブラハムの生涯と経験のこの面は、とても素晴らしいです。神の命令により最初に出かけた時、彼はこの諸々の約束をとても地的な狭い方法で解釈したにちがいありません。最初、「この約束はこういった方法やああいった方法で、成就実現されるだろう」と彼は期待していたにちがいありません。しかし年を重ねるにつれて、この方法やあの方法ではないことに、彼はだんだん気づき始めました。その約束は、当初考えていた以上に優ったものであり、遥かに優れた全く別のものだったのです。彼は進み続けました。そして今、彼は次の御言葉が述べている人々の一人に含まれています、「これらの人はみな信仰の中で死にました。約束のものは受けませんでしたが、それを見て遠くから挨拶し（中略）しかし実際、彼らが望んでいたのは、もっと良い、天のふるさとでした」。神が、「わたしはあなたをふるさとに連れて行きます」（創世記十二・一）と言われた時、アブラハムは最初、それは地上のふるさとのことだと思いました。最後に、そうでないことがわかりました。彼は見て認識するようになりました。というのは、主イエスはこう言われたからです、「あなたたちの父祖アブラハムはわたしの日を見て喜びました。彼はそれを見て、そして喜んだのです」（ヨハネ八・五六）。「それを見て遠くから挨拶し」。また、パウロはガラテヤ人への手紙の中で私たちをここに連れ戻します――「『……あなたの子孫に』と言っています。これはキリストのことです」。「それは、多数を指して『子孫たちに』と言わずに、一人を指して『あなたの子孫に』と言っています。これはキリストのことです」（ガラテヤ三・十六）。キリストこそ、アブラハムの全嗣業に対する答えだったのです。


  しかしキリスト、天のキリストは、まさにあらゆる天的なものの化身です。私たちは肉にしたがってキリストを知ろうとはしません。キリストは本質的に天的です。この子孫の天的性質はおわかりでしょう。それをヨシュアやカレブにすべて当てはめることができます。誰が嗣業を受け継ぐ民、渡って行って所有する民になるのでしょう？地の方に向かって、地のことを思っている、この群衆ではありません。彼らは自分たちの地で滅び、彼らの地が彼らの牢獄、彼らの墓になります。異なる性質を持つ別の世代――新しい世代の最初の者であるヨシュアとカレブによって代表される世代――が彼らに取って代わります。彼らが所有します。彼らは天の行路と天の豊かさの開拓者です。しかし、そのために彼らはなんとひどく苦しまなければならないことでしょう。「会衆はみな彼らを石で撃ち殺そうとした」（民数記十四・十）。開拓は常に苦難と代価の道です――世人の間でそうであるだけでなく――神の民と称されている人々の間ですらそうなのです。


  さて、天の行路の開拓は常にこのようなものです。天から生まれて、天のものであることを絶えず承認してもらう必要があるのです。それには、天が何度も介入して、救出し、解放し、進ませ続けなければなりません。これは霊的生活にあてはまります。もし天が介入していなければ、私たちは少しも進めなかったでしょうし、立ち止まっていたでしょう。そして、何度も終わりを迎えていたでしょう。もし私たちが天に属する事実を神が承認してくださらなければ、そうなっていたでしょう。しかし、神はこの事実を承認してくださるのです。


  さて、これはみな、この天の子孫であるキリストにおいて成就されたことを、とてもはっきりと見ることができます。キリストの誕生は天の介入であり、奇跡でした。キリストのバプテスマの時、天が再び介入して、「これはわたしの愛する子である」と承認しました。キリストの十字架はどうでしょう？――これはあまり天の介入のようには見えません。しかし、少し待ってください。新約聖書はキリストの十字架の死の面だけを取り出して述べたりはしません。これを忘れないでください。新約聖書では、十字架には二つの面――死と復活――があるのです。「あなたたちは、不法な人々の手によって、この方を十字架につけて殺しました。この御方を神はよみがえらせたのです」（使徒二・二三～二四）。この世はなしうるかぎりを行い、キリストに対して総力を尽くしました。悪の勢力は総力を尽くしました。これ以上何ができたでしょう？ああ、今、天が到来して、その企てをすべて滅ぼし、キリストをよみがえらせます。キリストは天に属し、この世には属さないことを、天が承認します。キリストは天に属しておられます。天が介入して、キリストをよみがえらせるだけでなく、地から携え上げて、上に据えます。


  キリストの霊的経歴は、天の行路の霊的開拓史です。キリストはその開拓者です。「キリストは私たちのために先駆者として幕の内側に入って行かれました」（ヘブル六・一九～二〇）。


  失敗と成就との間の架け橋


  ヨシュアとカレブのアブラハムに対する過去の面について述べてきましたが、もう一点述べて終えることにします。彼らは、アブラハムや他の開拓者一同と同じように、失敗と成就との間の架け橋でした。カルデヤのウルで「栄光の神が父祖アブラハムに現れた」（使徒七・二）当時の世界を見てください。その世界を眺めて、天からのものを探すなら、どこにそれが見つかるでしょうか？天的なものに対する神の御思いはいったいどこにあるでしょう？それは何度も消え失せるかのように思われます。神のこの天的な御思いのための証し――天的な民、天的な証し、天の御思いを代表し、表現するもの――は全く何もないかのように思われます。どこにその証しがあるのでしょう？「栄光の神が父祖アブラハムに現れた」。そして、アブラハムはその失敗とその成就との間の架け橋になったのです。


  ヨシュアとカレブはその証しを担いました。この箇所に、荒野における失敗の物語が記されています。この二人がいなければ、天的なものはどこにあるでしょう？この二人がいなければ、神の御思いはどこにあるでしょう？しかし、神は諦めませんでした。天の証しはほとんど消え去ったかのようでした。そのようなことが何度も何度もありました。しかし、天が介入して、この失敗と天の勝利との間の架け橋を確保します。その架け橋とは開拓者です。主はこのような道具を獲得して、この失敗に立ち向かい、再び天の行路を開いて実現させなければなりません。


  「これは自分とどう関係しているのでしょう？」と、おそらくあなたはいぶかっておられるでしょう。「たしかに、これはみな素晴らしい観念です。そうであることを聖書は見せています。これはきわめて確かなことであり、きわめて明らかなことです。しかし、これは私たちにどう影響するのでしょう？」。まさに、私たちに影響するのです。私は状況について批判的に論じるのを好みません。その方面で私が何かを述べる時は、主にとってきわめて尊いものを、依然としてこの地上に残しておくためです。大雑把に言うとそういうことです。これをこう述べることもできるでしょう。今日、クリスチャンたちが抱えている大きな必要は、神の完全な天的御旨のために回復されることです。彼らはそれより劣る何かに定住してしまいました。何かそれより劣る別のものに巻き込まれています。常にそうでした。新約聖書が書かれたのは、ほとんどそのためです。主の民は常に、少なくともそうする危機に瀕しています――少なくとも危機に瀕しています。彼らは霊的にこの世の方に引き寄せられており、何らかの形で自分たちの天的な証しを失ってしまいます。引きずり下ろそうとする圧力が常に働いており、主は目の見える人々を必要としておられます。主が必要としておられる人々とは、前回の黙想で考察した人々のようになった者たちです。彼らにとって、生活の重心はこの世から天に移ったのであり、彼らの内側にはその感覚があります――その感覚を彼らが解釈できるかどうか、また、真理や教理や聖書の教えの体系にまとめられるかどうかは関係ありません――「自分は何か偉大な定めの流れの中にあります。この定めはこの世が提供しうるものを超えています」、「自分は天の召しとしか言いようのないものに捕らえられています。この召しが私を捕らえています」というこの感覚があります。これについては後ほどさらに述べるつもりです。しかし、現状に満足できないこのような民を、主は必要としておられます。これはたんなる知性や理屈の問題ではありません。内側の問題です。神が何かをなさったことを、彼らは知っています。神が何かをなさったからこそ、この人生やこの世界の惨めな限界よりも遥かに偉大な何かを彼らは託されたのです。彼らは内面的に、何か途方もないものに結びつけられています。繰り返し言いますが、それを説くことは彼らにはできないかもしれませんが、彼らはそれを知っているのです。神に対する私たちの有用性は、私たちのビジョン、神によって内側に造り込まれた私たちの真のビジョン、私たちの心の及ぶ範囲に限られます。私たちのビジョンの度量が、私たちの有用さの度量を決定します。ああ、天の計り知れない度量が民の心の中に宿りますように！これが今日の必要です。


  もう一度述べて終わることにします。これが使徒が大いに述べている天の召しですが、それは最も困難な道です――あらゆる種類の困難で満ちています。しかし、それは現実のものであり、真実なものであり、究極的なものです。なぜなら、この世界やこの宇宙を満たす運命にあるのは、天の性質、力、命、秩序だからです。


  



  第三章 アブラハム――偉大な開拓者


  



  聖書朗読：ヘブル十一・十三～十六


  



  さて、天の行路の代表的開拓者の一人であるアブラハムに戻ることにします。まず、一つの点を繰り返すことから始めます。その一つの点はアブラハムによくあてはまりますが、すべての霊的開拓者、前進して天の王国を探索・開拓しようとしているすべての人にも言えなければなりませんし、これまで常にそうでした。その一つの点とは、使命感、持って生まれた深い感覚です。ステパノはアブラハムについて私たちに告げました、「栄光の神が父祖アブラハムに現れました」（使徒七・二）。それはアブラハムがカルデヤのウルにいた時のことでした。栄光の神がどのようにアブラハムに現れたのか、私たちは知りません。それは旧約聖書によく出てくる顕現の一つだったのかもしれません。そのような顕現はアブラハムの後年の生涯にもありました。その時、神は人の姿でアブラハムを訪問されました。私たちにはわかりません。しかし、アブラハムの全生涯から私たちは知っています。その顕現の結果、この途方もない使命感がアブラハムの内に生じたのです――この使命感により、アブラハムは過去の生活から全く引き出され、彼の内に深い動揺、正しい種類の動揺、深い聖なる不満が生じました。


  不満は全く間違っている場合もありますが、正しい種類の不満もあります。そのような不満をもっと多くのクリスチャンが神に対して抱きますように！アブラハムの内に、ある促しが働き始めました。その促しは年を経るにつれてますます成長していったため、アブラハムは落ち着けなくなり、神の全き御旨より劣ったものは何であれ受け入れられなくなりました。アブラハムは神に関して次善のものを受け入れることができませんでした。もちろん、そのような意識は成長する必要がありました。アブラハムは少しづつその意義を理解しなければなりませんでした。これをアブラハムは次のように理解するようになりました。ある場所に着いた時、アブラハムは「これこそ約束の場所です」とおそらく思ったでしょう。しかし、そうではないことがわかり、アブラハムは先に進まなければなりませんでした。そして、その次もおそらく彼はこう思ったでしょう、「さあ、これがその場所です――しかし、そうではありません。それがどのようなものなのか、私にはわかりませんし、定義することも、説明することもできません。しかし、内側で私は知っています。神は依然としてさらに優った何かを持っておられるのです」。「私はすでに得たわけではありませんし、すでに完成されたわけでもありません。しかし、私は進み続けます」（ピリピ三・十二）。このような促しが代々の時代にわたって働いてきました――今しがた引用した言葉を述べた人の場合、この促しは大いに現実的でした。パウロは決して神の次善を受け入れられませんでした。神がご自身の「最善」を実現できないことが、歴史上何度もありました。人々は先に進もうとしなかったのです。神は仰せられました、「いいでしょう、あなたたちはわたしの次善を受けなさい」。そして、人々はそうしました。しかし、開拓者たちは決してそうしませんでした。アブラハムはそうすることができませんでした。


  さて、これを誤解したり、間違って解釈したりしないでください。これは天然的なものではありませんし、落ち着かない気質によるものでもありません。もしあなたが決して満足しない人の場合、そうは思わないでください。それは神聖な不満なのです。不満は気質によることもあります。長い期間、一つのものにとどまれない人々、常に一つのものから別のものに移って行く人々がいますが、あなたはそのような人々の一人かもしれません。その場合、あなたはこの世にも神の王国にも全く不適格になってしまうでしょう。アブラハムはそうではありませんでした。彼の内には天の何かが働いていました。その証拠は、彼が常に上り続けたことです。彼は同一水準にとどまらずに上り続けました。彼は常に進歩しつつありました。地的水準で進歩していただけでなく、霊的にも進歩していたのです。


  さて、アブラハムの傍らにはロトがいましたが、ロトは常に地上に安全を求めていたことがわかります。ロトは都を求め、家を求めていました。ロトは天幕生活を好みませんでした。この世に落ち着くことを欲していましたし、落ち着こうとしていました。しかし、それにもかかわらずロトは弱い人でした。常に天幕によって動いていたアブラハムは強い人でした。それは天然的なことでは全くなく、霊的なことでした。アブラハムの内には天からのこの促し、霊的力のこの大能の働きがありました。それにより、アブラハムは非常に困難な天の学校に導かれました。天然の人、地的な人、肉の人にとって、天は非常に困難な学校です。アブラハムは天からのこの促しにより、この学校に導かれたのです。


  霊的なものと一時的なものとの間の戦い


  見えるものと見えないものとの間の戦い――それはとても激しい戦いです。アブラハムの生涯において、この戦いは時としてとても素晴らしい結果になりました。一方において、アブラハムは主に祝福されていましたし、主によって栄えていました。主が彼と共にいる徴がいくつもありました。増し加わり、拡大、大いなる拡大、実に困惑するほどの拡大がありました。彼の群れは増殖しました。彼はその土地のまさに王子でした――しかし、それにもかかわらず、この主の祝福は時として、一瞬のうちに消え去りかねない状況にまで立ち至ったのです――飢饉、厳しい破滅的な飢饉によってです。神は祝福し、増し加え、拡大されたのに、どうしてそれをすべてたちまち消し去りかねない状況を許されたのでしょう？これはとても難しい問題ではないでしょうか？それらが脅かされるのを見るくらいなら、こぢんまりと制限されていた方が良かったのではないでしょうか？この問題はとても深刻なことを、アブラハムは見いだしました。この問題は彼が失敗を犯すきっかけになりました。彼はエジプトに下って行ったのです。


  これはつらい学校でした。


  これは何を意味するのでしょう？神は片方の手で与え、もう片方の手で取り去るかのように思われます。繁栄と祝福――次に、その祝福を滅ぼしかねないものを放り込まれるのです。神は矛盾しておられるのでしょうか？神はご自身を否定しておられるのでしょうか？ご存じのように、そのような時、その理由を探りたくなる誘惑に駆られます。結局のところ、私たちはゲームの駒にすぎないのでしょうか？結局のところ、私たちは偶然――幸福な偶然もしくは不幸な偶然――の産物なのでしょうか？結局のところ、主はこの中におられるのでしょうか？これは本当に主にかなうものなのでしょうか、首尾一貫している神にかなうものなのでしょうか？


  これはつらい学校です。しかし、これは神がなさっていることに完全に一致していることがわかります。


  神は何をなさっているのでしょう？


  さて、神が祝福されるとき、その祝福には二つのものが関係しています。第一に、アブラハムが受けた祝福、繁栄、増し加わり、拡大は、地からではなく天から支えられなければなりませんでした。神は偉大な天の原則を導入しておられます。ああ、主が祝福し、拡大してくださいますように。しかし、神は私たちが自惚れに陥ることを決して許されません。「今や自分で自分を支えられます。今や、前進できます。自分は今や進むべきであり、自分自身の勢力で進めます」という自惚れを決して許されません。たとえ神が祝福してくださっていたとしても、祝福は神からのものである以上――たとえその祝福がいかに大きく、いかに広がり、いかに増し加わったとしても――天がその祝福を守ってくれなければ、いつでも滅びかねないものなのです。これが学課です。思い込んではなりません。何事も当然と思ってはなりません。毎瞬毎瞬、天から生きなさい。逆境の日のように祝福の日も、天にしがみつきなさい。


  次に、この別の要素があります。神はアブラハムを訓練しておられました。それはアブラハムが祝福を受けても大丈夫になるためでした。祝福を受けても大丈夫なこと――これは大したことです。アブラハムはこのような訓練、信仰の試練、試みを受けました！それにもかかわらず、神が自分をどれほど祝福されても、アブラハムには問題ではなかったのです。祝福によって天の幻が曇らされること、それによって立ち止まることを、アブラハムは許しませんでした。これは途方もない勝利です。ああ、祝福の破滅的危険性！おそらく、「自分はまだこの危険性についてあまり知らない」と、あなたは感じているかもしれません。しかし、神が願っておられるのは、天の王国を授けても大丈夫な者、霊的に拡大しても大丈夫な者、力強く用いても大丈夫な者に、私たちをすることです。神の究極的御旨に及ばないものがもし私たちを引き止めるおそれがあるなら、私たちは決して大丈夫ではありません。善は最善の敵である以上、私たちは決して大丈夫ではありません。繁栄の時も、逆境の時も、アブラハムは落ち着くことを決して許されませんでしたし、すでに到達したと思うことも決して許されませんでした。これはアブラハムの場合、全く明らかです。「今や、自分は到達した」と感じようものなら、その感情はいつでもたちまち破られました。「これらの人はみな信仰の中で死にました。約束のものは受けませんでしたが、それを見て遠くから挨拶しました」。


  アブラハムに関するもう一つの点はこれです。見たところ困難がいかに大きくても、それが上に向かい続ける自分の霊的行進を最終的に引き止めるようになるのを、彼は決して許しませんでした。私たちはすぐにこの点に戻って来ることにします。ヨシュアとカレブがこれらの特徴をいかにすべて受け継いでいたのかがわかります。もう一度、ヨシュアとカレブについて考えてみてください。この二人は間違いなくこの学校で学んだ人たちです。もしそうでなければ、彼らは決して次の世代を約束の地に連れて行けなかったでしょう。この二人が何をくぐり抜けてきたのか、神だけがご存じです。この物語はわずか数節で述べられていることがわかります。斥候が遣わされましたが、良き地を占領しようと報告したのは、あるいはそうしようと提案したのは少数でした。人々はこの少数派を石で打ち殺そうとしました。しかし、この物語に長い長い歳月を加えなければなりません。その長い歳月の中、その世代はことごとく死に絶えて、天の幻を握り続けた二人の人しか残りませんでした。これはつらい学校です。この二人はすぐに落胆し、諦めて、「お先真っ暗です」と言うこともできたでしょう。しかし、彼らはそうしませんでした。天がこの二人の最も内なる部分を捕らえ、二人を握っていたのです。天は、最大の逆境の時も、二人を捕らえていました。そして、二人は切り抜けたのです。二人は「世に打ち勝ち」ました。


  霊的なものと肉的なものとの間の戦い


  次にまた、アブラハムには、霊的なものと肉的なものとの間の戦いがありました。霊的なものと一時的なものとの間に戦いがあっただけでなく、霊的なものと肉的なものとの間にも戦いがあったのです。この戦いはまさに家庭内で生じました。家族の中に、血縁の中に、この戦いが生じました。ロトの内に生じたのです。私は霊的な意味で述べています。私の解釈では、ロトはクリスチャンの家庭内にあるものを客観的に示しているだけでなく（もちろん、これは大いに真実です）、私たち自身の性質の中にあるものをも主観的に示しています。肉的なものが霊的なものに戦いを挑み、地的なものが天的なものに戦いを挑む、その絵図なのです。


  ここにロトがおり、彼はアブラハムの血縁です。しかし、まさに血縁の中に、まさに家族の中に――こう言ってもかまわなければ、まさにクリスチャン家庭の中に――肉的な性質のこの痕跡があります。ロトとそのこの世的な性質、この世的な思い、この世的なビジョン、この世的な野心、この世的な願望があります。ロトには天のビジョンが何もありません。そして、ロトはアブラハムのそばにいます、すぐそばにいます。自分の霊的行程を脅かす訴求力がまさに自分の血の中にあることを、アブラハムは見いだしました。それはそこにあります。それは私たちの中にあり、クリスチャン家庭の中にあります。落ち着きたいというこの渇望、今ここで、手っ取り早い見返り、目に見えるもの、魂の満足を得たいという渇望――これが身近にあります、常にすぐそばにあります。そのような安息は安息ではありません。しかし、私たちはそれを安息だと思っているのです。


  私が何を話しているのか、あなたたちの多くはおわかりでしょう。ご存じのとおり、いかに私たちは時として天然的に安息を渇望して、それを得ようとすることか――しかし、主のもとに行かないかぎり、安息は得られません。真の安息は天の事柄の中にあるのであって、休日を取ることにはありません。しかし、肉的な性質のせいで、私たちは常に天の事柄から引き離され、遠ざけられ、追いやられています。「ああ、肉的な性質から逃れたい！どこかの島で一人で暮らせさえすれば――どんなに安らかで平和だろう！これから全く逃れてしまいたい！」。しかし、そんなことは決して実現しません。私たちの安息は天的な事柄の中にあります。真の満足は主の事柄の中にのみ見いだされます。クリスチャンがこの世に向かってそれに溺れるなら、戻って来て、「もう結構です！」という羽目になります。それはできないことを、あなたはご存じです。しかし、この渇望は常に私たちと共にあります。この肉的な影響が私たちの血の中にあります。クリスチャン家庭の中にあります――このロトの面があります。それは、この世に属するキリスト教を持つこと、絶えず引きずり降ろして天から引き離すことを欲しています。アブラハムはこれをよく知っていました。


  これがまさにこの開拓の働き、御霊に属する事柄を開拓する働きの立場です。この開拓の働きは、肉に属する事柄に対して戦うことです。私たちは常に死体を担っているかのようであり、命のないものを毎日引きずって従わせているかのようです。私たちは自分に向かって、「やれやれ、こんなことはもううんざりです！」と言わなければなりません。これが開拓者の道です。落ち着くこともできますが、そうするなら天的な嗣業を失います。肉ははなはだ巧妙であって――大いに「霊的」に見える様子を装います。


  これは矛盾でしょうか？これは偽りの霊性ですが、霊性と見なされています。パウロの偉大な戦いが偲ばれます。この天の人は、地的な教会であるコリント人たちのために、この戦いを戦いました。しかし、それにもかかわらず、コリント人たちは霊的であると思われていました。彼らにはあらゆる霊の賜物がありました。彼らには奇跡、癒し、異言がありました。しかし、パウロは言いました、「私はあなたたちに対して、霊の人に対するように話すことができず、むしろ、肉の人に話すように話しました」（一コリント三・一）。肉の人でも、大いに「霊的」な状態を装えます。実を言うと、彼らの肉的な性質が霊のものを握りしめていたのであり、霊のものを彼らの肉に仕えさせていたのです。霊のものを見せびらかし、ひけらかし、誇示して、魂を満足させていたのです。天のものを地に引きずりおろしていたのです。コリント人たちを責めないようにしましょう。私たちは見ることをなんと願っていることでしょう、証拠や証明をなんと願っていることでしょう！どうしてこのようなものに人々はついて行くのでしょう？そこには人の性質を満足させる何かがあるからです。天の行路を歩むことは遥かに困難です。天の行路は目に見えず、知ることもできないからです。しかし、これが霊の開拓者の道であり、この開拓者は他の人々のために受け継ぐことになるのです。


  天の行路が現実である証拠


  最後に、アブラハムの幻の正しさを示す証拠について。この使命感は、現実の実際的な純正なものであり、真に神から出ている、ということを示す証拠について。アブラハムの場合、この証拠はどのように与えられたのでしょう？


  



  （ａ）不可能を可能にする神を信じる信仰


  まず第一に、不可能と思われるものに対するアブラハムの姿勢について。前の章で述べたように、新約聖書は私たちに完全な物語を与えています。旧約聖書では、アブラハムは不可能と思われるものを前にして、諦めて、屈服してしまったかのように見えます。


  この点については少し後で見ることにします。新約聖書は大いに強調して告げています。アブラハムは不可能と思われるものを正面から真っ直ぐ見据えて、「それは可能である」と信じました。イサクに関する無理難題に対する彼の姿勢から、たんなる想像以上のものが存在していたことがわかります。使命に対する彼の感覚や意識の中に、何か力強いものが存在していました。状況が無理なものに見え始めるようになる時、あきらめてしまうなら――それは私たちの内に本当に天的使命の感覚が刻み込まれているかどうかを試す試金石です。実を言うと、たとえ諦めたいと思っても、諦めることを許されないのです。あなたの内に何かがあって、諦めさせないのです。あなたは辞表を書く状況に何百回も追い込まれます。あなたは何度も何度もこう言うことになります、「もうこれから逃げてしまいましょう。もはやこれ以上進めません。自分はもうおしまいです」。しかし、あなたは進み続けてきたのであり、今も進み続けています。辞めようとする自分の決意よりも強力な何かが自分の内にあることを、あなたはよく知っています。このような感覚が私たちの内になんと必要でしょう――この感覚は私たち自身のものではなく神のものであることが証明されます。「私たちの内に働くその力にしたがって」（エペソ三・二〇）――それがこれなのです。


  



  （ｂ）間違いを犯した時にそれをあらためる能力


  次に、間違いを犯した時にそれをあらためるアブラハムの能力について考えましょう。この人、この開拓者は、いくつも間違いを犯しました。それらは重大な間違いでした。神の僕が派手に失敗を犯す時、どんな誘惑にさらされるのでしょう？責任を担っている人が恐ろしい失敗を犯す時はどうでしょう？その直後、どう反応するでしょう？「ああ、自分は確かにこれに向いていませんし、これに召されていません。神は違う人をつかまれたのです。私は決して適任ではなかったのです。私は別の仕事に就いた方がよかったのです。逃げ出していればよかったのです」。しかし、アブラハムも間違いをいくつも犯しました――とても酷い間違い、嘆かわしい過失や失敗を犯しました。聖書はそれらの間違いを弁解せずに、ありのまま示しています。神は決してそれらを拭い去られませんでした。それらの間違いは記録に残っています。書き記された御言葉の記録に残っているだけでなく、歴史の記録にも残っています。今日のイシマエルをご覧なさい！――アブラハムの犯した間違いの真相があかされていますが、それをあらためようとするものがアブラハムの内にありました。「私はエジプトに下って行って間違いを犯しました。しかし、絶望して諦めたりはしません。もう一度エジプトに戻ることを拒みます。私は立ち返ります。私はイシマエルのことでこの間違いを犯しました――私は立ち返って自分の立場を回復しなければなりません」。アブラハムは自分自身に対する悲痛な落胆に直面しても、立ち返ってあらためる偉大な人でした。


  



  （ｃ）天の力の内なる働き


  これはみな何を物語っているのでしょう？天の力がこの人の内に働いていたのです。それは天然のものではなく、天然の方法でもありません。アブラハムが在籍していたこの学校の緊張感、圧迫、大変さを、私たちが知ってさえいれば！アブラハムに関するパウロの言葉を読むたびに、私は驚かずにいられません。「彼自身の体が死んだも同然であることを認めながらも（彼はおよそ百歳でした）、なお彼の信仰は弱りませんでした（中略）神の約束を仰ぎ見て、不信仰によって動揺せず、かえって信仰によって強められ、神に栄光を帰し、神は約束されたことを成就できると確信しました」（ローマ四・十九～二一）。「……私たち一同の父であるアブラハムの信仰（中略）彼はこの神、すなわち、死者に命を与える神を信じたのです」（ローマ四・十七）。アブラハムは自分の一人息子を縛って、息子を殺すためにナイフを取りましたが、これによって自分の信仰を証明しました。息子に約束がすべて集中していましたが、その息子は次の瞬間には死んでいたでしょう。私はこれに驚きます。神がこのようなこと――取り去ること――をなさるのと、私たちがそれを神に明け渡すのとは、別問題です。しかし、アブラハムはこれを行いました。ここには何か天然的でないものがあります。これはこの世の道や、地の道ではありません。アブラハムは天の行路を開拓していたのです。それゆえ彼は、旧経綸だけでなく現経綸においても、永遠にわたって、この途方もない地位を占めています。天の事柄の偉大な開拓者――これがその意義です。


  これは私たち自身の経験をも大部分解き明かします。現在、神の教会はこの世に向かって霊的に下降しつつあります。この恐るべき下降の時代にあって、神はこのような民を必要としておられます。教会には良い意図や、おそらく純粋な動機があるのでしょうが、それにもかかわらず、天の働きを行うために、この世の枠組みや形式を取り入れています。それに対する反発が生じる必要があります。また、この世に行く必要はないことを証明できる器がいくつも起こされる必要があります。天は万全なのです。


  



  第四章 モーセ


  



  聖書朗読：ヘブル十一・二四～二七、十三、十六


  



  神には一つの大きな願いがあります――「ご自身の最善の民」と称されうるものを得ることです。このような民を得ないかぎり、神は決して完全な満足を得られません。神の「次善」を受け入れる人々はいるかもしれません――なぜなら、神はたしかにしばしば次善を許容されるからです――しかし、まさに神の最善に心を注ぐ民だけが、神ご自身の御心を真に満足させます。しかし、神の最善に到達することは、戦い、代価、訓練を伴う問題であり、自然の行程とは全く正反対のことが多いため、神の最善に向かって神と共に進み続ける人は万人ではなく、比較的少数です。これは聖書全体に見られることであり、その中には顕著な例もいくつかあります。そうした例はどの経綸にも見られます。


  例えば、荒野で滅びた世代の場合、彼らは尊い血と初歩的な信仰のおかげで――というのは、「彼らは信仰によって紅海を渡った」（ヘブル十一・二九）からです――エジプトから連れ出されました。「彼らは結局のところ、最終的に救いを失った」と言うつもりはありませんが、それにもかかわらず、彼らは自分たちに対する神の全き御旨を失ったことは明らかです。それは重大で悲惨な損失であり、聖書中常に、悲劇、失敗、失望の例として挙げられています。「カルデヤのバビロンに捕らえられて行って、その後、二度と戻らなかった人々の大半は、神の救いを永遠に失った」と言うつもりはありません。しかし、ご存じのように、少数の人々が戻って来て、そして戻ることによって、神の真の御旨を成就したのであり、神は彼らのことを特に恥とはされませんでした。他の人々については、荒野でも、バビロンでも、神は恥と思われました。この人々については、そうではありません。どの経綸でもそうでした。この召しは続いています。「次善に満足してはならない」という警告が、地上で神の民に対して響き渡っています。


  しかし、これまで述べてきたように、これは到達するよう私たちを召しているだけではありません。「他の人々のためにこの道を開拓せよ」という、民に対する召しなのです――なぜなら、主の民の大半はこの天の行路を知らないからです。とても奇妙なことに、彼らは上から生まれたにもかかわらず、この天の行路を知りません。その証拠をあげつらいはしませんが、これは真実です。おそらく、私たちの多くは、自分のクリスチャン生活の一時期、そうだったのではないでしょうか。ほとんど地的なクリスチャン生活を送っていたのです。私たちの諸々の活動は、クリスチャン流の大いに地に固着したものでした。次に、転機の時が訪れて、私たちは開かれた天の意義の中に入りました。そして、上げられて、霊的生活の全く新しい水準に至り、新たな形で天的な事柄について学び始めるようになりました。これはまぎれもない事実です。神に召されてこの天の行路に入った人はみな、自分自身の霊的度量に関してこの行路を進んでいるだけでなく、主の民のことすら知らない人々のためにこの道を開拓するように召されています。これが意味するのは、人々に向かって天の行路について説くことでも、特別な聖書解釈や教理や語句を持つことでもありません。彼らが召されたのは、天の行路の益に浴するため、そこにとどまるためであり、そして、自分自身の知識や経験により、他の人々を霊的生活の低い水準から助け出せるようになるためなのです。


  そこで、天の行路の開拓というこの問題について再び見ることにします。もう一人の偉大な開拓者であるモーセに集中することにします。もちろん、モーセの生涯には、開拓以外にも多くの特徴があります。しかし、モーセは天の行路の開拓者でした――この事実こそモーセの意義のまさに核心だと思います。


  モーセの生涯を地的な観点から眺めるなら、期待外れ、失敗、悲劇を物語る事実が多々あります。例えば、八十年間――八十年にも及ぶ長い、訓練と苦難に満ちた、試みと試練の歳月――モーセはこの天の行路を歩み、この天の行路について学びましたが、モーセもモーセがエジプトから連れ出した民も、約束の地に入れませんでした。これはがっかりする出来事に聞こえますし、まさに悲劇です。私はモーセの記録を読むたびに、「モーセを約束の地に入らせてあげてください」と神に願わずにはいられません。また、神が最終的かつ決定的にその願いを完全に拒否されたのを読むたびに、内側を深く掻き立てられずにはいられません。これは心に触れる出来事です。


  この人々は、モーセの手によって、一つの国家に構成されました。彼らは自分たちの国家としての存在をモーセに負っていました。しかし、彼らの第一世代が約束の地に入って行ってそれを相続することに失敗しただけでなく、それ以降の歴史がすべて悲劇の歴史だったのです。その歴史の中には明るい出来事や期間もありました。栄光の時もありました。しかし、今日に至るまでの彼らの歴史を全体的に眺めて、モーセに対する彼らの姿勢を思い起こすと――彼らはモーセについて大いに語り、モーセを自分たちの祖とし、モーセに大いに訴えています――それはきわめて嘆かわしい歴史でした。繰り返しますが、特定の観点から眺めると、モーセの生涯には失敗や失望や悲劇を物語る出来事が多々あります。しかし、モーセ自身の生涯やその終わり方という現実、その世代が荒野で滅びたという現実、その国が代々失敗や期待外れの連続だったという現実こそ、神聖な天の真理という別の面を肯定する、一つのきわめて決定的な論拠なのです。これらの現実はきわめて強烈にこう告げているのです、すなわち、もし下界の地上がすべてなら、それは哀れなことである、これとは別の道があるにちがいない、これとは別の続きがあるにちがいない、これがすべてではない、と。そうです、別の観点があります――天の観点があります。この観点では、天がすべてを解き明かし、すべてを支配します。


  さて、モーセを見ることにしましょう。第一に、モーセ自身とその訓練について。第二に、モーセの指導下にあるイスラエルについてです。


  （１）モーセの訓練


  （ａ）主権的召し


  モーセ本人とその訓練から始めることにします。その誕生から始めることはしません。ヘブル人への手紙が記しているところから始めます――すなわち、エジプトのモーセからです。ここでまたもや、この一連の黙想で繰り返し出くわしてきたものに出会います――生来の使命感です。あなたはこの使命感から逃れられません。神の全き御旨について取り扱う時、また、その働き、その奉仕、その務め、天に関する開拓の働きについて取り扱う時、この使命感が常に出発点となります。この感覚は常に存在します――神聖な主権的召しに関する、この深い感覚があるのです。


  ここでは、この人はエジプトにいます。彼はエジプトのありとあらゆるものに取り囲まれています。モーセの時代、エジプトの栄光や魅力は決して小さなものではなかったことを、歴史の学徒なら知っています。モーセはそのようなあらゆるものに取り囲まれていました。筆者はここで「エジプトの快楽」について述べています。エジプトの快楽、娯楽、学位、教育、まさに王家の特権にまで及ぶあらゆる特権――すべてがモーセの思いのままであり、モーセの自由でした。彼は「エジプト人のあらゆる知恵をもって教育され」（使徒七・二二）、エジプトのあらゆる「快楽」を手にしていました。これは決して小さなことではありませんでした。「これを投げ棄てるのは造作もないことだった」とあなたは仰るのでしょうか？これら「すべて」は、この世のとてつもない「すべて」でした――しかし、この使命感により、それは無に等しいものとなりました。モーセは可能な範囲内でそれをすべて楽しんだでしょうが、その享受には常に影がつきまとっていました。モーセの内側には一つの感覚があって、その感覚のせいで、満足することがついにはできなかったのです。彼の内側には、やまない不満や不満足の感覚がありました。これはまさに彼の内に働いていた神の不満足の感覚であり、神は御旨に届かない何ものにも満足できなかったのです。この奇妙な促しを説明したり、定義したりすることは、モーセにはできなかったかもしれません。しかし、これによりモーセは知るようになったのです、エジプトの「すべて」は、神のすべてではないし、また、彼方の天からのこの召しや引力にエジプトは決して答えられないことを。


  さて、これは誇張ではありませんし、口先だけの言葉でもありません。これは聖書であり、私たちを大いに試します。神の全き御思い、最高最善の道に召された者にとっては、そうです。たとえ人気や、この世の地位や、手立てや能力があったとしても関係ありません――すべてを手にしていたとしても関係ありません。もし私たちが御旨にしたがって真に召されているなら、そうしたあらゆるものの中にあったとしても、不満を覚えるでしょうし、「結局のところ、そんなものに価値があるのでしょうか？これより優るものが何かあるにちがいありません」と感じるでしょう。これで自分の心を試してみてください。これは作り話ではなく、事実です。


  もしかすると、この事実があるからこそ、あなたは今日この本を読んでいるのかもしれません。あなたにその気があれば、あなたはこの世で多くのものを手に入れられたはずです。本当にそのつもりがあれば、あなたはこの世や、その快楽や、他の事柄の道を歩めたはずです。そうです、おそらくあなたは宗教界で支持や地位を得ることもできたでしょう。しかし、あなたにとって、それは二の次です。あなたの内側に何かがあります――あなたはそれを定義できないかもしれませんし、それが何か書き下すこともおそらくできないかもしれません――しかし、そこに何かがあることを、あなたは自覚しています。それを見いだして、それに到達しないなら、人生は空しいものになってしまいます。なぜなら、他のものはみな、見かけ倒しだからです。もしこれがあなたに当てはまるなら、大いなる希望があり、素晴らしいことです。この意義に関して、天が下って来て、あなたを捕らえたのです。もちろん、この感覚を得ていないなら、あなたはそれより劣るあらゆるものを喜び、それを得るために出て行くでしょう。しかし、気をつけてください。もしそれで平気でいられるなら、それはとても恐ろしい告訴状なのです。なぜなら、それが意味するのは、あなたに関するかぎり、この力強い天の召しがどういうわけか失敗に終わったということだからです。


  



  （ｂ）転機


  ですから、モーセの内側で事が始まり、この内なる感覚により一つの決定的な転機が訪れました。天と地の転機です。主はこの転機を生じさせる素晴らしい方法を幾つもお持ちです。ご存じのとおり、この転機は必ずしもうっとりするような経験から生じたり、引き起こされるとはかぎりません――転機の後に何かうっとりするような経験が続くこともあるかもしれませんが――大いなる光や幻の栄光、魂を引き上げられる経験、途方もなく素晴らしい天的経験から、常にこの転機が生じるわけではありません。常にそのような始まり方をするとはかぎりません。モーセの場合も、他の人の場合も、この転機はそのように始まったのではありません。この転機はどのように始まったのでしょうか？ある日、モーセは出かけて行って、エジプト人がヘブル人を虐げているのを見ました。モーセはこの使命感に満たされ、それに駆られました。そして、モーセは明らかに強靱な体格をしていたので、そのエジプト人を殴り倒して、すぐさま殺してしまいました。この転機により、すべてが始まったのです。時として、私たちは何か恐ろしい間違いや失敗を犯す時はじめて、天に対して目覚め、天に直面するようになります。なぜなら、この出来事の直後、エジプトのこの領域における状況は、モーセにとって厳しいものになり、モーセは辞めざるをえなかったからです。


  しかし、この危機が内包していたものは何だったのでしょう？その意義は何だったのでしょう？なぜ神はその危機を許されたのでしょう？モーセは言ったかもしれません、「どうして自分がこれを行うのを、主は許されたのでしょう？主は私をあらかじめ知っておられ、ご自身の予知により、私を偉大な奉仕に召されたというのに、どうして私にこのような大間違いを犯させたのでしょう？私は自らの行為で殺人を犯し、両手を殺人で汚してしまいましたが、なぜ神は私がそうなるようにされたのでしょうか？――私は神の民の解放者として召されているというのに！なぜ主はこんなことを許されたのでしょう？」。その答えはおそらく次のようなものだったでしょう、「モーセよ、そのようなやり方は天が事を行う方法ではありません。そのようなやり方は、この世が事を行う方法であり、肉が事を行う方法です。天が事を行う方法ではないのです。モーセよ、地的な方法や手段を用いて、天的な民を天的な場所に導くことは決してできません。これをしっかりと学びなさい。これはこの状況に対処する酷いやり方に思われるかもしれません。しかし、これは簡明簡潔なことなのです。この民を連れ出すよう、あなたは召されています。この召しは、神の予知によるものであり、神の主権的働きによるものであり、あなたの内なる使命感によるものです。この民は天的な民となるように召されています――あなたはどうやって彼らを天的な生活水準に導けるというのでしょう、あなたの生活水準はこの有様だというのに？」。この点には、少し後でまた戻って来ます。天が介入して、大いに強調して言います、「駄目です、モーセよ。肉的な目的には肉的な武器が役に立つかもしれませんが、霊的な目的には肉的な武器は役に立ちません。地的な目的には地的な方法が役に立つかもしれませんが、天的な目的には地的な方法は役に立ちません。天がここでは支配しており、このように自らを表さなければならないのです」。人生のためのなんという学課でしょう！なんという基礎でしょう！


  さて、あなたは殺人を犯したことは決してないかもしれません。しかし、この文章を読んでいる人の中には、この類のとても深刻な学課を学んだ方が、きっとおられるでしょう。肉の力によって、このような水準で神と共に進み続けることはできませんし、このような道筋で神と共に切り抜けることもできません。また、このような方法で神の天的な御旨に仕えることはできません。これは原則に則ったことです。天はそうしたものを一つたりとも許容しません。天は天自身の命、天自身の性質を要求します。これがモーセの訓練における、天と地の転機でした。


  



  （ｃ）荒野の四十年


  次の段階です――次の四十年に及ぶ荒野の段階、僻地の砂漠の段階です。ああ、確かにこれは神のエコノミーの中に何の地位もありません！そうです、砂漠を見いだす箇所では常に、砂漠は一つのことを表し、意味します。自己を空しくされることを意味します。これについて考えてみてください。荒野で重要人物にはなれません。荒野で自己充足した人にはなれません。荒野で自信のある人にはなれません。荒野はそうしたものをすっかり空にします。荒野の中にいるだけでなく、荒野が内側に入り込み、不毛な、荒れ果てた、役立たずの、無用な者になってしまいます。四十年の間に、砂漠がモーセの中に入り込んだ、とあなたは感じないでしょうか？何が起きていたのでしょう？


  これは訓練の消極面です。これはエジプトを取り除くことであり、この世を取り除くことです。エジプトは自己充足を象徴します。エジプトは常に独立の同義語であり――エジプトはモーセの中から除き去られなければなりません。この世の精神や原則は空っぽにされなければなりません。それが内側に入り込んでいたのですが、取り除かれつつありました。エジプトが内側に入り込んだのとは正反対です。これは消極面であると述べましたが、この消極面は天の行路の学校に欠かせない面です。この消極面により、私たちは内的に、また霊的に、ある場所に導かれます。その場所で、自分の内には役に立つものが何もないことを、私たちははっきりと見ます。自分からは何も生み出せず、何も成し遂げられません。これが荒野です。これを誤解したり、認識しそこなったりしないでください。これは人生に則ったことであり、経験に則ったことであり、天の原則に則ったことです。天のための場所を内側に設ける必要があるのです――なぜなら、私たちの内には天のための場所が元々ないからです。


  



  （ｄ）解放の試練


  次の点ですが――モーセは解放の試練のためにエジプトに戻されました。今や主であって、モーセではありません。今やすべては主であって、他のものは何もありません。主だけです。「今、わたしがなそうとしていることを、あなたは見るであろう」（出エジプト六・一）。かつてモーセは、「今、私がなそうとしていることを、あなたは見るであろう」と言いました。エジプト人はその言葉の威力を感じ、翌日、ヘブル人がその言葉の威力を感じました。しかし、その威力は過ぎ去り、主は「今、わたしがなそうとしていることを、あなたは見るであろう」と仰せられます。「あなたが静止したので、わたしが行います」。立場が変わり、今や何でも可能です。消極面から積極面に移りました。この民を解放する偉大な試練の始まりです。


  その第一段階は杖と手に関係していました。出エジプト記四章――「あなたの手にあるものは何か？」「杖です」「よろしい。その杖によって、ことをなそう」。「今、あなたの手を懐に入れよ」「手を懐から出せ」――手は白く、らい病にかかっていました。「あなたの手を再び懐に入れよ」「手を懐から出せ」――手は清く、健康になりました。


  



  杖


  この杖は何でしょう？ご存じのとおり、モーセが使ったこの杖は、後にアロンの杖になりました。その杖は、祭司職が試された時（民数記十七）、つぼみを出した杖でした。十二部族を表す十二の杖が、一晩中主の前に置かれました。翌朝、十一本の杖は死んだままでしたが、一本の杖は生きていました――これは生ける祭司職のしるしです。忘れないでください。祭司職は霊的なものと関係しているのです。彼らはエジプトのすべての神々を対処しなければなりませんでした。それらの神々は汚れており、腐敗しており、邪悪であって、悪魔の仲間です。この汚れた状況を対処するには、聖なる祭司職の強力な力が必要です。この杖は十字架の言葉の杖です。十字架の言葉は強力な杖です。


  その結果はどうだったでしょう？――この試練全体の結果は何だったのでしょう？その結果はこれです。主は仰せられた、「エジプト人はわたしがエホバであることを知るであろう」（出エジプト七・五）。これがその結果です。とても素晴らしいです。次に、この十字架の言葉、生ける祭司職の言葉により、実際的な形で、その適用が開始されます。


  第一に、これは自然の領域全体に、被造物全体に適用されます。「主であるわたしが創造した」（イザヤ六四・八）。カルバリの主は被造物の主であられ、十字架の言葉はまずエジプトの領域に適用されます。主が被造物に触れると、生けるものの世界は裁きに服します。その結果は――「わたしは主である」です。


  第二に、天に対して適用されます――なぜなら、主は地を造っただけでなく、天をも造られたからです――御言葉の下で、それは諸元素に触れました。カルバリを見るとき、こうした特徴がすべてわかります。天の行路の偉大な開拓者である御方が十字架に行かれた時、全被造物がその影響を受けました。天と地が巻き込まれました。大きな地震があり、「九時まで全地を暗闇が覆い」ました。被造物とまさにその諸元素が、十字架の言葉である御方の影響を受けたのです。これがエジプトで起きました。型としてです。


  第三に、地獄に対して適用されました。地獄の最大の武器は何でしょう？「最後の敵」（一コリント十五・二六）である死です。死は友人ではありません。死は最後の敵です。これがエジプトに対する最後の裁きでした。地獄の要塞は打ち破られました。民を解放するために、死の力は制せられました。これがキリストが十字架でなさったことです。十字架の言葉とはこれです――地獄は打ち破られ、死は制せられて、神の御旨を挫折させる代わりにそれに役立つものとされたのです。エジプトで、御言葉がこの杖により、死をもって長子に触れました。そして、地獄は自らの刺により、まさに自分の存在の核心を刺されました。しかし、それで終わりではありません。この同じ杖が民を連れ出して、紅海を通ってエジプトからの贖いを成し遂げました。「あなたの杖を上げて、あなたの手を海に向かって伸ばせ」（出エジプト十四・十六）。死は廃棄され、命と不朽が明らかにされます。十字架の言葉というこの杖により、この素晴らしい解放の試練を通して、モーセは一つのことを学びます――それは天が支配するということです。天が被造物を支配します。天が天で支配します。天が地獄でも支配します。そして、人々の諸々の王国においても、天が選民の解放のために支配します。これはみな、天の介入の物語なのです。


  「なぜこれはこのように少しずつ進んだのでしょう？」とあなたは不思議に思うかもしれません。これは一挙にすべて起きたわけではありません。この杖の効力は最初は部分的なものにすぎませんでした。しかし、先に進むにつれて、力と威力を増していったのです。


  これには二つの面があります。一方において、この教育は段階的性格を帯びています。それは徐々に進みます。天の力を一度にすべて見て、それを知るのではありません。一度に少しだけ学びます。これは徐々に進みます。ある時にある所まで進み、後でさらに進みます。私たちはこれを学んでいるのではないでしょうか？私たちはこれを単純な数々の方法で学んでいます――天がいかに地、人、自然、敵よりも偉大なのかを学んでいます。天のこの途方もない無限の優位性を、私たちは一歩一歩、ますます学びつつあります。


  しかし、これにはもう一つの面があります。神は、この段階的な方法により、敵の勢力を引き出しつつあり、少しずつおびきだしておられるのです。「わたしはパロの心をかたくなにしよう」。「わたしはパロの心をかたくなにしよう」。「わたしはパロの心をかたくなにしよう」。「パロは自分の心をかたくなにするであろう」。神は一撃でパロを除き去ることもできましたが、最大限パロをおびき寄せられます。天の無限の力に対抗するために、この世の力が極限まで引き出されます。次に、結局のところ、天の優位性はごく当前のものになります。


  私たちはこれをたびたび述べてきましたし、これは真実です。それを把握すること、見ること、計算することはできませんが、事実、「私たちの内に働くこの力」は「御力の卓越した偉大さ」です（エペソ三・二〇、一・十九）。救われつつある魂に敵対している勢力の巨大さ、ご自身の民のための神の完全な御旨に逆らうこの勢力の巨大さを、私たちは知りませんし、測ることもできません。私たちが知っているのは少しだけであり、先に進むにつれてますます知るようになります。しかし、御言葉が「御力の卓越した偉大さ」と述べる時、それはたんなる口先だけの言葉ではありません。最上級表現や人の言葉のかぎりを尽くして、現実に至ろうとする一つの試みです―― 一つの試みにほかなりません。「大能の力の働きにしたがって、信じる私たちに対して働く御力の卓越した偉大さ。神はこの力をキリストの内に働かせて、彼を死者の中から復活させられました」（エペソ一・十九・二〇）。この力が私たちに向けられているのです。


  ここには何か途方もないものがあります。民を連れ出すために、そして民を運び通すために、天がこの状況全体を支配します。私たちはこの学校の中にいます。モーセはこの学校の中にいました。モーセがこの試練を通されたのは、次のことを悟るようになるためでした。すなわち、このエジプトにあるものや、このパロが代表しているものはみな、その力の最後の一滴に至るまで空にされ、ついにはそのすべてが死に絶えるのです。モーセは理解することもありましたし、この課題から失望して戻ることもありました。「私たちはまだそこに到達していません。さらに優ったものが必要です」と彼は感じました。「よろしい」と主は仰せられました。「さらに優ったものを得ることにしましょう」。主はモーセを導いて教育しておられたのです。モーセは少しずつますます多くのことを見るようになりました。「もし神がすべてを一度に、一挙に行われたとしたら、自分たちは何かを見過ごすのではないか、すべてを当然視してしまうのではないか、それは自分たちにとってあまり意味のあるものではなく、たんなる過去の奇跡になってしまうのではないか」と、あなたは思わないでしょうか？神は依然として、私たちの全生涯にわたって、私たちに敵対する勢力を引き出しておられます。それは、御力の方が優れていることを証明するためです。これは長期にわたる学びですが、これこそ天の御旨の道なのです。


  



  手


  杖から手に移ります。「今、あなたの手を懐に入れよ」。どの手でしょう？エジプト人を殺した手、血に染まった手、天然的な力を持つ手、自己に満ち足りている手、昔のモーセとその失敗――自分の意志の力や促しの下で犯した失敗――を表す手です。「その手を中に入れなさい。モーセよ、あなたの懐にあるものは何か？。それこそあなたのものです。それで神の杖を振るえると思うのですか？それで天の権威をもたらせると思うのですか？ああ、否々、その杖を振るえるようになるには、まずその手が清められなければなりません。その懐は清められなければならず、その染みは除かれなければなりません。この自己の力や自己十全性は全く根絶されなければなりません。モーセよ、そのらい病の手はあなた自身の姿なのです」。


  この事実を見いだしておられるでしょうか？私の心はどのようなものでしょう？私たちはどのような者でしょう？らい病のようなものです。自分自身について知れば知るほど、また見れば見るほど、それはらい病のようです。しかし、神はほむべきかな、清めがあります。モーセの場合、神がモーセを清められました。その瞬間、十字架の意義、十字架の言葉が、モーセの命の中に全き効力を発揮しました――もちろん、型として、絵図としてです。今や、手は清くなりました。すなわち、心の割礼により、内なる命は肉的な力や十全性から分離されました。今や十字架の言葉、権威の言葉を振るえます。そうでなければなりません。エジプト人の神々の領域では、何の力も私たちにはありません。これらの霊の勢力がこの世を動かしており、その宮廷では私たちには何の権威もありませんし、その力を圧倒する見込みもありません。何かが起きて、私たちを自分自身の力や、自分自身の十全性や、自分自身の心から解放しなければならないのです。


  （２）モーセの指導下のイスラエル


  次に、この面があります。この面はあまりにも広大なので、さしあたってあえて触れることすら困難です――その面とはモーセの指導下にあったイスラエルです。これは天と地の長きにわたる問題でした。この国の荒野の四十年はまさに天と地の戦いの問題でした。彼らが連れ出されたのは天的な民になるためであり、自分たちの力、支え、助けをすべて天から得るためであり、この世にありながらそれに属さない民になるためでした。この世にありながらそれに属さないこと――これが実現可能だとしたら――それはまさに荒野においてです。


  神の御思いは天のために広大な場所を設けることでした。この荒野には天のための広大な場所がありました。神の側からのものはみな、天的でなければなりませんでした。この民は天的な数々の原則に基づいて構成されました。モーセは山の上で、この国を構成するために、これらの天的な原則を確保しました。それはすべて天から下って来ました。荒野における彼らの神との関係は幕屋を中心としていましたが、それは完全に天から下って来たものであり、山で示された型にしたがっていました。それは天的なものであり、人やその判断には何も委ねられませんでした。彼らの日毎の歩みは、雲と火の柱という天的手段から発しました。それは全く天的でした。どの戦いも、天的でした。モーセが丘の上で手を上げると、谷で戦いが進みました。天がこの戦争を導きます。これは天的な戦争です。これはみな、この天の行路の意義をあらゆる面にわたって学ぶ事柄なのです。


  しかし、彼らはこの数々の学課を学ぶことに失敗しました。彼らは地に下って、天を拒絶しました。これは肉にとって、あまりにも辛く、あまりにも困難で、あまりにも不確かでした。それは、自己に関するかぎり、あまりにも依存的であり、あまりにも無力でした。彼らは自分自身を助けられませんでした――私たちはこの問題で自分自身を助けることを切望します。これはみな、それほど天的なことだったのです。しかし、それはきわめて現実的なことでした。これについて少しでも知っている人なら、天的なものはきわめて現実的であること、霊的なものは他の何ものよりも遥かに現実的であることを知っています。しかし、彼らはこの天の行路を取ろうとせず、地の行路を取ろうとしました。そして、彼らは天の行路を完全に拒絶して、この地上で、荒野の中で、滅んだのです。


  ヨシュアとカレブは、モーセとイスラエルが学んだこの数々の学課をすべて受け継ぎました。彼らはこの学課を学び、この天的な真理を理解し、次の世代――天的な世代――を引き継ぎました。


  さて、これをみな聖書に記されている歴史と見なすこともできます。しかし、あなたたちはきっと自分自身の人生を読んでおられることでしょう。これは原則として、私たちが通っているもの、神が私たちになさっていることに、ぴったり当てはまるのではないでしょうか？神は私たちを打ち負かし、困惑させて、私たちを終わらせ、空っぽにし、無力な者にしようとしておられます――しかし、それにもかかわらず、感覚や意識にのぼらない何らかの強力な力により、私たちは前進しつつあり、外側に向かって、上に向かって、引かれつつあります。こうして私たちは何度も生き延びてきました。万事休すのように思われた時、失われ、失敗し、挫折し、主を失望させたかのように思われた時、お先真っ暗なように思われた時を、生き延びてきたのです。


  しかし、未来があります。私たちは存続してきました。彼方からの何かが常に私たちを支えてくれています。もしかすると、今日、私たちの心は、神に属するものの上に、かつてなかったほど向かっているかもしれません。これはどうしてでしょう？私たちが昔よりも成功を収めているからではありませんし、失敗や弱さが昔よりも減ったからでもありません。いいえ、むしろ自分自身の弱さという学課を学んだからなのです。今日、「私の中には、すなわち、私の肉の中には、何の善も宿っていない」（ローマ七・十八）ことを私たちはかつてなかったほどよく知っています――そして依然として、今日も、主はかつてなかったほど強く私たちを捕らえようとしておられます。これは何でしょう？これは奥義です。ああ、神に感謝します、これは事実です！主権的恵みのゆえに、神に感謝します！これらの事実は次のことを示す証拠です。すなわち、神は私たちを大いなる召しをもって召されたのであり、私たちを全き御旨に導かないかぎり、満足されないのです。どんな代価を払っても、私たちが従い続けますように！


  



  第五章 ヨルダン川――状況の変化


  



  聖書朗読：ヨシュア三、四・一～九


  



  以上の節で読んだヨルダン川徒渉は、この一連の学びで主が私たちに語りかけておられることを、見事に表しています。これを読む時、私たちは次のことをきわめて明確に理解しなければなりません。すなわち、ヨルダン川徒渉は当事者たる民の歴史において決定的な転機だったのであり、長きにわたる準備過程の完成だったのであり、生活の新たな素晴らしい局面の始まりだったのです。さらに、新約聖書が豊かに提示している証拠からわかるように、これは神の子供たちの生活や、今日神の子供になろうとしている人たちの生活を示しています。つまり、新約聖書はイスラエル史のこの出来事を取り上げてこう宣言しているのです、すなわち、これは型や絵図だったのであり、その真意、その永続的意義、その霊的意義は、クリスチャンやクリスチャンになろうとしている人と関係しているのである、と。


  ですから、今日、今この時、この状況の中にある私たちは、ヨシュア記のこの箇所のただ中にまさに立っているのです。この箇所は私たちに当てはまります。私たちは、何世紀も遡って読む時、「当時イスラエル人の生活の中に何かが起きたのです――それは彼らが荒野からカナンの地に渡ったことでした」とだけ考えているわけではありません。私たちは過去から現在を読み取っているのです。私たちはこの出来事を現在に適用して言います、「この出来事は過去のことではなく、現在のことです。今の状況はまさにこれであり、これはそうでなければならないのです」。素晴らしいことに、この出来事は今も、まさにこの瞬間、経験できます。ヨシュアは、「自分自身を聖別しなさい。なぜなら明日、主はあなたたちの間で素晴らしいことを行われるからです」と言いましたが――これは今も起こりうるのであり、まさに今日にもあてはまるのです。ですから、これについて見ることにしましょう。というのは、これまでの章で考えてきたこと――天の行路の開拓――に沿って私たちは進んできているからです。


  この移行が目指す目的


  まず第一に、このヨルダン川徒渉の目的、この移行が目指す目的を思い出しましょう。私たちはその霊的解き明かしを与えられています。それによると、これは、復活とキリストとの天的合一との中にある生活の絵図です。これが神がご自身の民を召された目的です。復活におけるキリストとの合一、復活の命に基づくキリストとの合一――これこそまさに、主が恵みによって私たちを召された目的です。それだけではありません、彼の天的な命における聖霊によるキリストとの合一、また、天のキリストとの合一とそのすべての意義もまた、その目的なのです。


  これがその目的であり、ご自身の民に対する神の御旨の最低要件です。もし私たちが復活における主イエスとの合一に至らないなら、私たちには何の合一もありません。それはすなわち、「主に結合される」意義や、その実際上の目的と真価を、確かにまるで何もわかっていないということです。生けるキリストとの合一が何なのか、幾らか知っている人は大勢います。しかし、そのような人でも、キリストとの天的合一とその意義をほとんど知りませんし、どんなによくても十分に知っているわけではありません。これに到達しないかぎり、私たちは自分の救いの目的に達したことにはなりませんし、私たちの救いに関して神が満足されることもありません。


  移行


  （ａ）キリストの権威の中への移行


  目的が明らかになったので、この移行についてもっと詳しく見ることにしましょう。この移行には二つの面があります。第一に、この移行は暗闇の権威からキリストの権威への移行を意味します。この時点に至るまで、彼らは何年も昔にエジプトから脱出したにもかかわらず、依然として暗闇の権威の下にありました。実を言うと、彼らは大昔にエジプトから脱出していたのですが、エジプトはその時はじめて彼らの中から出て行ったのです。外面的にこの世から救われたとしても、内面的にはこの世から救われていないおそれがあります。荒野の年月の間ずっと、エジプトは彼らの内側で力を保っていました。その世代は絶えずエジプトに逆戻りしようとしました。「主の御手によってエジプトで死んでいればよかったのに」（出エジプト十六・三）。「ああ、エジプトにとどまっていればよかった！」。エジプトが依然として内側にあり、依然として彼らを握っていました。彼らは依然としてエジプトで満足を得ようという夢や幻想を抱いていました。彼らは完全には解放されていませんでした。この問題にきっぱりとかたをつけて、「もはや絶対にエジプトのその世には戻るまい。エジプトを思うことすら、不快であり、憎むべきことです。エジプトを思うだけで、嫌になります」という域に至っていませんでした。クリスチャンたちの中にもエジプトがあります。そのため、時として、クリスチャンたちは試練や圧迫に遭うと、「この世に戻った方がましです――その方がましな時を過ごせるでしょう」と考え始めてしまいます。しかし、このヨルダン川がこの問題に決着をつけました。荒野の年月の間ずっと長く残っていたものが、ヨルダン川で終わらされました。エジプトの権威、その内なる支配が、ついにヨルダン川で打ち破られたのです。それは移行、全き移行でした。暗闇の権威からキリストの権威への移行の予型だったのです。


  前に何度か述べたことを、もう一度言いましょう。キリストを自分の救い主として受け入れて知っていたとしても、キリストを自分の主として知らないおそれがあります――つまり、キリストを救いのために知っているだけのおそれがあります。そのような人は、キリストを、罪定めからの、差し迫っている裁きからの、地獄からの救い主として、知っています。おそらく、何か積極的な祝福にあずかる地位に移してくださった救い主として、キリストを知っているでしょう。しかし――ああ、なんと多くのことをさらに現実的に知ることができることでしょう！エクソダス（exodus、脱出）と「エイソダス（eisodus、侵入）」が、あまりにも遠く隔たっています。両者の間に、とても広大な空間が広がっています。ずっと昔に救われて、その後、大会に行って、イエス・キリストを主として受け入れた、というクリスチャンがなんと多いことでしょう！彼らは、この両者の隔たりがあまりにも長すぎたこと、とうの昔にヨルダン川を渡っていなければならなかったことを、見いだしました。ヨルダン川の意味は、裁きや死からの救い主としてキリストを見いだすことだけでなく、キリストを主として見いだすことでもあります――キリストが主であるとは何を意味するのかを見いだすことでもあります。キリストを主として受け入れるときはじめて、私たちはキリストにある富、計り知れない富を発見し始めます。キリストにある富は、良き地の富のようです。


  



  （ｂ）御霊にある生活の豊穣さへの移行


  ヨルダン川はまた、天然の悲惨さや不毛さから、御霊にある生活の豊穣さへの移行をも意味します。彼らはかなり自分自身によって生きてきました。自己の命、天然の命が、かなりのさばっていました。彼ら自身の個人的利益や損得勘定が、彼らの視界の大半を占めていました。神の御旨に適うものが容易なものではなく、天然に逆行するものだったとき、彼らはつぶやきに満ちました。順境のとき、もちろん、喜びに満ちるのがごく自然なことでした。どちらも自然なことでした。状況が厳しくないから喜ぶのは自然なことでした。状況が困難だから不平を言うのは自然なことでした。これは天然の生活でした――この生活は彼らにとって、なんと不毛な荒野だったことでしょう。外側も内側も荒野だったのです。そして今や、ヨルダン川がこの生活に終止符を打ちます。そして、この肉にある不毛で悲惨な生活から、御霊にある生活へと移行させます。


  一人の人が今、神の代表者としてヨシュアに向き合います。この人は、聖霊、神の霊、主の軍勢の将にほかならない、と私は信じています。この人は――「主の軍勢の将」（ヨシュア五・十四）であると名乗りました。「『権勢によらず、能力によらず、わが霊によって』と万軍の主は言われる」（ゼカリヤ四・六）という御言葉を私たちはしばしば引用しますが、預言者がこれを告げた時、その文字どおりの言葉は、「軍隊によらず……わが霊によって」であったことはご存じでしょう。ここに、主の軍勢の将である御霊がおられます。そしてこの時から、御霊が責任を担われます――状況はなんと一変したことでしょう！御霊にある生活です。そうです、今や多くの実を結びます。生活から失敗や過ちがなくなるわけではありません――失敗や過ちを犯すこともあるでしょう――しかし、御霊にしたがった生活になるのです。この生活は、進歩する生活、拡大する生活、絶えず豊かになり続ける生活、嗣業にあずかる生活となるべきものでした。「キリストにある、天上のあらゆる霊の祝福」（エペソ一・三）。天然の不毛さから、御霊にある生活の豊穣さへ。これがヨルダン川徒渉の意義でした。


  先行する偉大な開拓者


  しかし次に、全体の焦点である、この偉大な開拓者にやって来ます――この偉大な開拓者は、全地の主の契約の箱によって示されています。これもまた、想像による解き明かしではありません。この契約の箱は主イエスの予型でした。この解釈を新約聖書は明確な御言葉で保証しています。御言葉からこれを証明することはしませんが、これはそうです。この契約の箱はキリストを象徴します。大いなる移行がなされようとしていました。それはどのようになされるのでしょう？「全地の主の契約の箱が、あなたたちに先だって渡るでしょう」（ヨシュア三・十一）。「あなたたちと箱との間には、およそ二千キュビトの距離を置かなければならない」（ヨシュア三・四）。その距離を正確に見積もることはできません。聖書の中には三つのキュビトがあり、これがそのどれかわからないからです（もしわかったとしても、その正確な距離はわかりません）。しかし、最も短いキュビトの寸法を用いたとしても、契約の箱と民との間の距離はゆうに一千フィートを超えるでしょう。


  これはなぜでしょう？「この距離を保ち、近づいてはなりません。あなたたちと契約の箱との間に、これだけの長い距離を置きなさい」――これを「あなたたちと主との間に」と言ってもいいでしょうか？この長い距離はなぜでしょう？


  



  （ａ）死におけるキリストの偉大さ


  これが物語っているのは、第一に、死におけるキリストの偉大さではないでしょうか？――というのは、「ヨルダン川は刈り入れの間中、岸一面にあふれる」（ヨシュア三・十五）という挿入がここでなされているからです。これはその時でした。「ヨルダン川は岸一面にあふれる」。その水路を超えて一面に氾濫し、四方にあふれ流れました。よくご存じのように、これは死と裁きの水を物語っています。これは主イエスの十字架を物語っているのです。主はまさにこの洪水の中に、死の力の圧倒的な氾濫の中に立たれます。その真っただ中に、そのまさに中心に、その深さ、長さ、広さの真っただ中に立たれます。そして、それをすべて食い止めるのです。


  死におけるキリストはなんと偉大でしょう！死は決して小さなものではありません。死は力強い圧倒的な洪水です。キリストはその深さを測り、その寸法を取り、死ぬことによって死を滅ぼされました。そこにキリストはおられます。キリストは死の真っただ中に立たれます。死はその力を失い、投げ捨てられました。死は先に進むことを禁じられています。その描写は素晴らしいです。一方において、強力な水の壁が立ちはだかっています。他方において、まさにその死の川底に至るまで、死を物語るものはすべて干上がりました。死におけるキリストはなんと偉大でしょう！比類ありません！キリストはその中にひとりだけです。他のだれもこれをなしえませんでした。


  



  （ｂ）死におけるキリストの唯一性


  次に、これが物語っているのはキリストの唯一性です。死におけるキリストの偉大さを物語っているだけでなく、死におけるキリストの唯一性をも物語っているのです。「この死の他に、十分に良いと言える死はありませんでした」。兵士が祖国のために自分の命を捨てる、最も英雄的な死といえども、それはイエスの死と比べ物になりません。ああ、死についてそのように語ることは、なんという冒涜か！その死がいかに英雄的行為だったとしても――そこには栄誉、価値、賞賛すべき点があるかもしれませんが――人々の英雄的行為や犠牲がどれほど大きなものだったとしても、それは二千キュビト以上「近づいてはならない」ものなのです。そこにはこの隔たりがあります。神はこの隔たりを設けて仰せられます、「これは不可侵です。キリストは隔たっており、何ものもイエス・キリストのこの大能の御業に近づくことはできません。他の何者もこれを行いませんでしたし、だれもこれを行えません。ただキリストだけがこれをなさなければならないのです」。


  



  （ｃ）死におけるキリストの孤独


  孤独。この絵図の寂しさを見てください――しばしの間、契約の箱を肩に担うレビ人がいたことは忘れてください。この描写の狙いは、レビ人を見せることでは全くなく、この契約の箱だけを見せることです――言わば、遠く離れてそれを見ることです。これは大きな隔たりです。もしその隔たりが一千フィートしかなかったとしても、契約の箱のような小さな物を見るには、相当離れています。この小さな箱はひとりぼっちでそこにありました。死ぬ時、キリストはなんと孤独だったことでしょう。「弟子たちはみな、彼を残して逃げた」（マタイ二七・四六）。「あなたたちは……わたしひとりを残すであろう」（ヨハネ十六・三二）と彼は言われ、弟子たちはそうしました。次に、最も深い悲しみを彼は味わわれました――「わが神、わが神、どうしてわたしを見捨てられたのですか？」（マタイ二七・四六）。この契約の箱は、死におけるキリストの孤独さを描写しています。見よ、彼を。「見よ、世の罪を取り除く神の小羊！」（ヨハネ一・二九）。


  この孤独はなぜでしょう？「罪の値を支払えるほど良い人は他にいなかった」ことがわかります。世の罪を担えるほど偉大な人、立派な人は、他にいませんでした。キリストだけが世の罪を担える唯一の方であり、それゆえキリストはこの徹底的な孤独をしのばれたのです。神に全く見捨てられたことを完全に自覚するとき、誰がそれに耐えられるでしょう？神に感謝します、私たちはそれを自覚する必要はありません。「神は自分を見捨てられた」と感じる必要は決して一瞬たりともありません。そうする必要はありませんし、もしそうするなら、私たちはそれを生き延びられないでしょう。しかし、神はそれをご存じでした。神の御子がそれをくぐり抜ける必要がありました。この代価を彼は開拓者として支払われました――彼は私たちの救いの開拓者であり、私たちの嗣業の開拓者であり、私たちの所有の開拓者です。神はキリストとの合一により、私たちを召して、この所有を与えてくださいました。この開拓者なる御方は、この絶対的かつ徹底的な孤独という代価を支払わなければなりませんでした。これはイザヤ書五三章に記されているため息や叫びと同じものではないでしょうか？そうです、十字架上で彼は孤独だったのです。彼は私たちの違反のために傷つけられ、神に打たれ、叩かれました。神は彼の魂を罪のための供え物とされました。しかし、「彼は自分の子孫を見、その日を長くします」。そして、この孤独の中から、「子を失った後に生まれた子ら」（イザヤ四九・二〇）の大群衆が生じます。


  信仰と証しによるキリストとの一体化


  次の点、さしあたって最後に述べる点は、信仰と証しによるキリストとの一体化です。文字どおり実際にこれにあずかることは、私たちにはできません。神に感謝します、そのようなことは必要ありません。つまり私たちは、キリストが経験されたことをことごとく経験するように召されているのではなく、信仰の立場を取るように、また大いに実際的な形でそれを証明するように召されているのです。ただ歩いて通り抜けてそれを自分のものにするのではなく、ただキリストのおかげで、それは私たちのものであること、キリストにあってのみ、それは私たちのものであることを、認識するように召されているのです。


  ですから、信仰と証しによるこの一体化は、なされるべきことに関する神の命令の中に見られます。ヨルダン川の川底は、贖いの偉大な開拓者がこれをすべて執行された場所を意味します。その場所から、十二の石が取られなければなりませんでした――どうか注意してください――「各部族から一人ずつ」（ヨシュア四・二）、十二人の人によってです。実質上、これは各部族のすべての人を表しています。すべての人にとって、これは個人的な問題でした。「各々……石を一つ取らなければならない」。これは個人的な取り引き、個人的な証しでなければならず、個人的にそれをすべて自分のものにしなければなりません。私たちはこれを自分の肩に担って、その意義に完全に服さなければなりません。私たちは主イエスの死に自分を明け渡し、キリストにあって死んだという事実に自分を明け渡さなければなりません。また、キリストの葬りに自分を明け渡さなければなりません。「私たちはキリストと共に葬られました」（ローマ六・四）。次に、キリストの復活に自分を明け渡さなければなりません。ヨルダン川のこの十二の石は、死と復活におけるキリストとの合一を意味します。十二の石がヨルダン川から取られて、反対岸で記念碑として建て上げられました。この記念碑は復活におけるキリストとの合一を表しています。


  しかし、個々の人が実際に個人的な取り引きを行わなければなりません。「各々……石を一つ取らなければならない」。あなたは個人的にこの石を自分の肩に担っておられるでしょうか？確かにこれをなさったでしょうか？使徒パウロがこれをどう証しして述べているかはご存じでしょう。これはとても有名です。「私たちは死の中へとバプテスマされることにより、キリストと共に葬られました。それはキリストが御父の栄光によって死者の中からよみがえらされたように、私たちもまた命の新しさの中を歩むためです」（ローマ六・四）。これがその物語であり、きわめて明確で単純です。そうです、バプテスマによって私たちは宣言するのです。私たちはこの石を自分の肩に担い、この責任を引き受けて、自分自身をこれに明確に明け渡したのです。


  もう一度、言わせてください――これはたんに裁き、死、地獄から救われることだけではありません。救われて、神の御心のあらゆる御旨に至ることです。自分が何を得るのか、それが自分にどんな影響を及ぼすのか、という問題ではもはやありません。昔はそのような問題に苦しめられていました。もはや個人的な状況の問題では全くありません。今や問題は、主が何を望んでおられるのか、何が主を満足させて、主に栄光を帰すのか、ということです。これが自分を委ねきっている人の心からの願いです。主は私たちにこの問題を克服させて、自己の利益、この世の利益、肉の支配といった壁を乗り越えさせてくださいます。そして、もはや主とその願いしかない立場に、私たちを至らせてくださいます。その土地は乳と蜜の流れる地であることを、私たちは見いだします。私たちはキリストの豊かさを見いだし、開かれた天の中に入ります。利己的なクリスチャン生活や働きはもうたくさんです。自己から主への転換が十分かつ徹底的になされないかぎり、決して霊的に豊かな天の生活を知ることはできません。しかし、これこそここに示されていることなのです。


  「各々……石を一つ取らなければならない」――私たち全員がこの移行、宣言をなすのを、どうか主がご覧になれますように。このヨルダン川とその意義をすべて、私たちが肩に担いますように。


  



  第六章 神の御旨への道


  さしあたって御言葉は読みませんが、ヨシュア記を開いておいて、後で参照することにします。


  この道の目的


  この道について最後まで考える前に、この道の目的を見ておくことが、まず必要です。始めるにあたって、私たちは次のことに注目しました。すなわち、神は天をもって開始し、次に地に進まれました。また、聖書の最後では、天から下って来たものが、代々の時代にわたる神の働きの全過程を究極的に完成します。ですから、この道の目的は天のものを十分に表すこと、天のものを豊かに表すことです。これがその目的です。最初に述べたように、天が万物を支配します。地と地のものはみな、天のものを計算に入れて、それに応えなければなりません。


  これを霊的な真理として会得してください。天然の被造物の領域に言えることは、神の霊的な御心の表現にほかなりません。この世界やこの地球は、天の諸々の力や諸々の天体によって支配・制御されています。ですから、もし地球がこれらの天体に対する正常な調和や関係から逸れようものなら、地球は崩壊・停止して、凍り付くか燃え尽きるかしてしまいます。地球は有機的統一体としての機能を停止してしまうでしょう。同じ事が霊的にも言えます。全聖書がこの事実で占められています。すなわち、地にあるものは天にあるものと関係しているのです。すべては天から発して、天に応じなければならず、天と調和していなければなりません――私たちの生活のすべてがそうでなければなりません。なぜなら、天から下って来られた聖霊は、地にあるものと天にあるものとをつなぐものだからです。


  こうしたことはたんなる抽象的観念ではありません。聖書の中の神聖な啓示全体の背後に横たわっている要素です。聖書はその最初の節から最後の節に至るまで、すべてを次の一点に要約することができます――すなわち、天はこの地に挑んでおり、この地は天に応えなければならないのです。これは無数の子細な点を網羅しており、事実です。ですから、万物が目標に到達するとき、天が被造物において完全に実現されることになります。特に、霊的な方法で、神の民の間で実現されることになります。これがその目的であり、私たちは直ちにこれに目を向けます。


  さて、この目的に関連して、別の支配的真理にも注意しなければなりません。しかし、最初に余談として述べたいことがあります。こうした語句の中にはとても馴染み深い語句もあります。それで私はいつも少し気がかりなのです。語句に慣れ親しんでいるせいで、その鋭さがやや失われてしまっているのではないでしょうか。「支配的事柄」というこの語句を使う時、立ち止まってその威力を感得しようではありませんか。これは次のことを意味します。すなわち、もし私たちがある法則の支配下にあるなら、私たちはその法則から逃れることはできないのです。自然界や、私たちの体や、この世には、諸々の法則があります。そこには諸々の法則が存在しており、たとえあなたがそれらの存在を無視したとしても、それらが機能を停止することはありません。やがて、それらの法則はあなたを滅ぼすものであることがわかります。やがて、それらの法則はあなたを排除してしまいます。しかし、それらの法則と一致するなら、それらの法則はあなたの救い、あなたの命となります。あなたの好き嫌いとは関係なく、それらの法則が「支配」しています。ですから、「人が蒔くものは何でも、人はまた刈り取ることになります」（ガラテヤ六・七）。これは法則であり、これからは逃れられません。このような法則が無数にあります。ですから、「支配的」法則や真理について述べる時、それは神がその宇宙の中に確立されたものであり、それを見いだして従うことが最善の道なのです。


  器を選ぶ神の主権的選び


  次に、神の御旨に関する、このさらなる支配的原則を見ることにしましょう。すなわち、神は器を選ばれるのです。その器は個人や集団・団体です。神は特別な方法でそれらの器を導いて、ご自身の全き御旨と関わりを持つようにされます。そして次に、彼らによってあることをなさいます。それが意味するのは、彼らよりも遥かに大きな群れを神は求めておられる、ということです。神は主権をもって諸々の器――個人的な器や団体的な器――を選ばれます――聖書はそのような事例に満ちています――次に神は、それらの器と共に、ある働きに取りかかられます。並外れた方法、遥かに完全な方法で、働かれるのです。それは、そのような選びの器による神の御業により、神が彼らを超えて他の多くの人々に手を差し伸べられるようになるためです。これが支配的な真理です。神は選びの器によって何かを行われますが、それはその器自身やその構成員を超えた、もっと多くの人々のためなのです。


  代表的価値


  さて、しばらくの間、この思想を考慮するために、立ち止まることにしましょう。なぜなら、私たちの知性には常に助けが必要だからです。この文章を読んでいる読者の多くが、「自分が特別な形で選びの器であるとは、私には思えません」と言ったとしても、それは大いにもっともなことです。この天の行路の開拓者としてこれまで述べてきた人々――アブラハムやモーセ等――のことを、あなたは考えておられることでしょう。「私はモーセやアブラハムではありません。どうして自分がその範疇に入るのか、さっぱりわかりません」と、あなたは言うかもしれません。


  さて、そうかもしれませんが、他方、あなたたちの中には神に選ばれた人々もいます。その人々は、この性質を帯びた何かのために神に選ばれており、いわゆる一般庶民より抜きんでています。これはたしかにそうかもしれませんが、これ以外の面もあります――すなわち、あなたは集合的・団体的器の一部かもしれないのです。あなたはその器の一部にすぎないのかもしれません。あなたはそうなのかもしれません――そうである可能性が高いのです。「あなたはそうなのです」とすら言えると、私は思います。もし主があなたの上に御手を置いて、あなたの中にこの使命感、「自分は『一クリスチャン』となるためだけに召されたのではなく、それより優った何かのために召されたのです」という使命感、召命に関する強烈な感覚を与えておられるなら――もしこの感覚があなたの内にあるなら、「自分はさらに偉大な目的と関係している」と考えてもかまわないでしょう。もしそうなら、あなたは自分のことを一個人と見なしてはなりません。したがってまた、自分の経験や、自分に対する神の取り扱いについて、あたかも自分だけが選びの器であるとか、自分は何かとても特別な存在であるとか、見なしてはなりません。


  反対の言い方をしてみましょう。集団的な器に対して神がなさっていることを、あなたは通っているところかもしれないのに、自分自身の個人生活に関するかぎり、あなたは自分が通っている経験の意義を全くわかっていないかもしれません。「どうして自分はこのような経験をしているのでしょう？」。あなたはもっと大きな全体の一部だからです――これがその答えです。自分が個人的に大きな圧迫下にあることに気づくことが、しばしばあります。記録を調べ始めると、私たちと霊的に関係している他の人々も同じ経験をしていることがわかります。これがからだの偉大な法則です。「一つの肢体が苦しむなら、すべての肢体がそれと共に苦しみます」（一コリント十二・二六）。これは一体何なのでしょう？


  これは集合的・団体的問題であることがわかります。それをすべて追跡することはできませんし、それがどう働くのかもわかりません。それでも、神は関連する形で何かを行っておられ、私たちはその一部なのです。私たち自身よりも遥かに大きな何らかの重荷を、私たちは負っているのです。この霊的関連性のゆえに、神のさらに大きなこの御旨の中に、私たちは巻き込まれています。この神の御旨は天と関係しており、この地よりも遥かに大きなものです。これが私たちを一つにするものです。これは何かに加入することではありませんし、会員名簿に登録されることでもありません。また、何かを行って、ある特定の群れの会員として自分を公にすることでもありません。そういうことではありません。あなたは数百マイル、数千マイル離れているかもしれませんが、それにもかかわらず、神がなさっているこの天的な事柄と結ばれているがゆえに、数千マイル彼方からの反響を感じているのかもしれないのです。あなたが天に入る時、こうした地的なものはみな過ぎ去ります。地理、距離、時間は、みな過ぎ去ります。そのようなものは天では通用しないのです。


  教会の天的観念がわかってさえいれば！ああ、私たちが抱いている教会の地的観念はなんと愚かしいことか！いわゆる教会に関して、私たちはこの地と、地にあるすべてのものを離れなければなりません。天では教会は単一であることがわかります。こうしたものはみな、天では通用しません。前の章でヨルダン川徒渉について述べた時、私たちはそこにいました。ヨルダン川で、何かを後にしました。人々は地的な立場を離れて、天的な立場に移りました。この点にはいずれまた戻ってくることにします。しかし、これは霊的現実とならなければなりませんし、そのような意識を私たちは持つ必要があります。なぜ自分がこのような惨めな時を過ごしているのか、自分には説明することも、理解することもできないかもしれません。しかし、天的な解き明かしによると、私たちは神のさらに豊かな御旨と関係している何かに巻き込まれているのです。そして、それとの関わりで、私たちは苦しんでいるのであり、この経験をしているのです。とても素晴らしいことに、時々次のような経験をします。霊的に交わりを持っている他の人々と会うと、彼らもまた私たちと全く同じ経験をしていたことがわかるのです。主は彼らに何かを語っておられ、彼らに何かを行っておられたのです。その神の語りかけや働きは、ありきたりのものや、普通のものではなく、何か非常に特別なことだったのです。


  内在的価値


  さて、これはみな、前に述べたことと関係しています。すなわち、神は個人的な器や集合的な器を選んで、彼らによって、もっとずっと大きな群れのために何かをなさるのです。これらの器は、個人的な器であれ、集合的な器であれ、何かを代表しています。その何かとは、さらに大きな規模で、さらに大きな領域で、神が追い求めておられるものです。それが彼らによって始まるのです。これが、「まず私に対して（中略）模範として」（一テモテ一・十六）というパウロの言葉の意味だと思います。この言葉でパウロが言わんとしたのは、彼は神が彼を通して行おうとしておられることの代表者だった、ということだと思います。主はさらに大きな領域で、諸教会、諸州、諸国民の間で、パウロを通して何かを行おうとしておられました。パウロはそれをすべて代表していたのであり、そのしるしだったのです。神はこの人を通して、もっと大きな規模で、働こうとしておられました――それはこの人に何か語る言葉を与えることによってではなく、この人の内で何かを行うことによってでした。


  ここで私たちは迷ってしまったのです。神は最初に何かをなさいます。神は、ご自身のさらに豊かな御思いの生ける代表を生み出されます。それは、器に対する特別な、尋常でない、途方もない取り扱いによってです。このような器の生活や経験には、尋常なものはほとんどありません。すべてが途方もない、尋常ならざるものです。このような代表者たる器は、個人的器であれ、集合的器であれ、本質的な内在的価値を確立するために選ばれたのであり、その本質的な内在的価値はさらに大きな領域や領土のためのものです。それは拡大可能なものであり、自分自身を超えて遥かに進めるものであり、大いなる拡大・拡張が可能なものです。


  化学では「母液」という言葉が使われています。それは拡散可能なものであり、まさにエキスそのもの、濃縮されたエキスです。しかし、どんな器であっても、その中にこの種のものを生じさせるのは――それは内在的な価値、濃縮されたエキスを生み出すためです――大変な働きです。それにはありきたりのものは何もありません。あなたたちの中には、経験的にこれを知っている人もいるでしょう。あなたに対する神の取り扱いは、決して普通の取り扱いではありません。「自分が経験しているこの濃縮過程は、とても厳しい！」と感じることもあるでしょう。「主からのこのような取り扱いの下で、一体どうしたら切り抜けられるのでしょう？」とあなたは怪訝に思うかもしれません。


  私は聖書に密接に従っています。私が聖書とは無関係に話しているとは思わないでください。私の話には根拠があります。その根拠とは、神の御言葉の啓示です。これがアブラハムの経験でした――決してありきたりの経験ではありません。この人の上で神は集中的に働いておられました。それから益を受けた大群衆について考えてみてください。アブラハムは持ちこたえられない限界点に一度ならず何度も達しました。彼を切り抜けさせるために、神は介入しなければなりませんでした。天的性質のこの内在的意義は、人を最も試みるものです。人が関与するものの中でこれほど試みるものは、かつてあったためしがありません。


  私たちの性質はきわめて地的であり、あらゆる面で地的です。私たちは自分の目で見ずにはいられません――目に見えるものは地です。私たちは感じずにはいられません――感じられるものは地です。私たちは完全な証拠がなければ気がすみません――ありったけの地的な証拠を求めます。しかし、神は私たちを地から引き離されます。地から全く引き離されます――つまり、霊的な方法によってです――そして、私たちをいわば中空に吊り上げられます。これはきわめて不安定な在り方であり、私たちを甚だしく試みるものです。自分がどこにいるのかわからず、わけがわかりません。自分の足を堅く地面につけて、「何があっても大丈夫」と感じることができません。神はあなたの力――損得勘定の力や理解力――をことごとく覆して、別の種類の知恵や理解力がなければどうにもならないようにされます。その知恵と理解力は、この地や、世や、人に属するものでは全くありません。それは天的なものです。これがこの天の行路の開拓者たちが経験したことでした。彼らが自分の地的状況の中から叫ぶのを聞いてください。時には、主に不平を言うことすらあったのです。エレミヤの言葉に耳を傾けてください――彼は弱り果てています。神が求めておられるのは、徹底的な内在的価値だったのです。


  自発的務め


  さらに、自発的務めです。この「自発的」という言葉に注意してください――組織化された務めではなく、自発的な務めです。このような時、あなたの存在から務めが生じます。これがおわかりになるでしょうか？あなたの存在から務めが生じるのです。太陽をとどめることができないように、その務めをとどめることはできません。


  務めの開始に当たって、これを主は求めておられたことがわかります。主はまず最初に一組の人々や個人をとらえて、ご自身の務めを経過させられました。これはその物語を読むことほど簡単なことでは全くありませんでした。四福音書はこの弟子たちと主との間の三年間の交友の物語を網羅していますが、この四福音書を読むことはできます。また、地上における最後の日々の記録や、それから十字架の記録を読むことはできます。たしかに、この物語はそれ自体、途方もない物語です。しかし、この人々の内側で進行していた事柄の記録は全くありません。記録するのは不可能だったからです。この三年間でさえ、私はあえて言いますが、彼らは何度も何度も我慢の限界に達したのです。自分たちがどこにいるのか、これは何を意味するのか、これはどうなるのか、彼らはわかっていませんでした。彼らは、自分自身の観念や自分自身の知性の範囲内で、物事を理解しようとしてばかりいました。預言の光に照らして解釈しようとしてばかりいました。それを引きずり下ろして、教科書に沿ったものにしようとしていました。主は彼らを終始打ちのめされました。主は常に謎でした。彼らはこの人を理解できませんでした。主は決して教科書どおりに事を行わず、モーセにしたがって事を行うことすらされませんでした。主はすべてを覆されました。主は何をしておられるのでしょう？主の意図は何でしょう？


  それから次に十字架です。この時の彼らの魂の苦悩や困惑の深さを読み取るのは不可能です。自分自身の経験から理解するしかありません。主がこのようなことをなさる時に経験することから、理解するしかありません――その時、主はあなたを困り果てさせて、あなたの期待にことごとく反することを行われます。「自分には主にそうしてもらう権利がある」と感じているものとは正反対のようです。あなたが期待していることを、主は行ってくださいません。自分に対する主の取り扱いのゆえに、瀬戸際に追い込まれることもあります。このような過程を通ってどん底の経験をした人々を、主は獲得されます。


  次に、この人々を通して、主は諸教会を獲得し、信者の群れを獲得されます。そして、仕事が始まります。あなたがたんなる独立した個人ではなくなる時、一クリスチャンとしてもそうではなくなる時、団体生活特有の鍛錬や訓練が始まります。あなたは関係づけられた生活を送らなければならず、他の信者たちと関わらなければなりません。この団体生活、天の生活を、地上で生きなければなりません。これは決して容易ではないことを、新約聖書は示しています。あなたはこれを客観的に眺めて、「会衆の中にいるのは楽しいことです」と思うかもしれません。しかし、常に楽しいわけではありません。その会衆はこの経験を通っているところかもしれません。そこには何かが起きていて、神がその会衆を取り扱っておられるところかもしれません。それは時として、あまりにも徹底的で恐ろしいため、主が何を意図しておられるのか、あなたにはわかりません。皆がそう痛感します。これは困難な道であり、苦難の道です。私たちは一つの群れとして共に苦しみます。これは団体的な苦難であり、団体的な艱難です。こうして、この諸教会は生み出されて、この経験をくぐり抜けました。また、諸教会は教えも受けました。しかし、指示や教えを与えるために、諸教会に起きたことは何であれ、常にそれに平行するものがあったのであり、それに対応する聖霊の訓練があったのです。聖霊は諸教会の上に御手を置いて、劇的な方法で諸教会を取り扱っておられました。様々な出来事が起きていたのです。


  「それでは、その例を挙げてください」と、あなたは言うかもしれません。コリントで起きていたすべての出来事を見てください。パウロが彼らに言ったことは何だったでしょう？「そのせいで、あなたたちの中には弱い者や病人が大勢おり、眠った（死んだ）者も少なくありません」（一コリント十一・三〇）。そこには、ある霊的歴史が隠されていました。聖霊がその状況を支配しておられました。コリント人たちはその状況を天然的な方法で見ていたかもしれません。「病の人がいます――医者を呼んでください」。しかし、少し待ってください。それには何らかの霊的要因が絡んでいるのではないでしょうか？「そのとおり！」とパウロは言います。病気はどれも罪を犯したためである、というわけではありませんが、原則がここにあります。聖霊は、神のさらに豊かな御旨に関して、教会を取り扱っておられるのです。


  ですから、要点はきわめて明確です。神はまず個々の人々を獲得し、次に数々の群れを獲得して、彼らをこのような方法で取り扱われるのです。それは、彼らが自発的な務めを持つようになるためです。この務めは、彼らがメッセージや真理を受けたからではなく、神が彼らの内でなさった御業によります。務めは自然に生じるのであり、それ以上でもそれ以下でもありません。どういうわけか、務めが生じます。こう説明するしか説明のしようがありません――すなわち、聖霊は何かに注意を払って、それを用いておられるのです。そこでの御業が拡大して行き渡るよう、聖霊は配慮しておられます。これは自然に生じます。パウロはテサロニケにある教会について、「主の言葉があなたたちから出て、ただマケドニヤとアカヤとに響き渡っているばかりではなく、至る所に……」（一テサロニケ一・八）と言いました。「これはテサロニケ人たちが伝道者たちを遣わしたことを言っているにちがいない」と、あなたは思われるでしょうか？彼らはそうしたかもしれませんが、御言葉はそうは述べていません。その文脈を見てください。パウロがこう述べていることがわかるでしょう、「至るところの他の教会で、あなたたちのことが話題になっています。私があなたたちのことを告げるまでもなく、すでに知れ渡っているのです」。これは自発的な務めであって、神がなさったことから発しました。神は御手をもって掌握して、こうした内在的価値を獲得されます。そして、それを浪費するようなことを、神はなさいません。


  ですから、神の目指しておられる目標が、神の僕たちに対する神の取り扱いを完全に支配します。天の豊かさが神の御旨です。そして、神はこの目標のために僕たちを選ばれましたが、この僕たちに対する神の取り扱いはみな、これがその動機です。神は天の豊かさをもたらされつつあります。


  私たちは理解しなければなりません。神にとっては、何事もそれ自体が目的ではないのです。回心自体が目的ではありません。「回心自体が目的である」と見なして、大満足でそこにとどまるのは、恐るべき悲劇です。自分の回心や他の人の回心で止まるなら、何が起きるのかを見てください。何が起きるでしょう？使命感は消え失せ、回心の活力はすっかり弱まってしまいます。得られるのは、多数の回心者だけです。彼らは回心しています――彼らは主イエスを信じました。しかし、彼らは数は多いのですが、ただ回心しただけです。おそらく、今日の最大の問題は、この地上の至る所にいる多数の回心者たちです。彼らは止まってしまっています。回心自体が目的となってしまったのです。


  集会生活自体が目的ではありません。主の民の一団を集めて、見かけ上、一つの団体にしたとします。しかし、彼らが自分の周りに垣根を巡らして、自分で自分のことを大したものと思い、自分たちだけで楽しい時を過ごすなら、この同じ事が起きます。もし主の働きそれ自体が目的となるなら――つまり、それが目標となるなら――ああ、またもや悲劇が起きます。私たちは何らかの形で主の働きに取りかかるかもしれません。それはいわゆる宣教の働きかもしれませんし、何か他の特別な働きかもしれません。やがて、その特別な働きは縮小していき、その領域は閉鎖的になるか、あるいは流れが止まってしまいます。そのため、もう一度すべてをやり直さなければならなくなって、すべてを失ってしまいます。働き自体が目的となってしまったのです。


  さて、この点に戻りましょう――主があなたや、私や、ある群れの中で、この天の濃縮されたエキスをもって、このような性格を帯びた何かをなさるとき、何事もそれ自体が目的ではありません。その領域は変わるかもしれませんし、その形は変わるかもしれません。しかし、そのものは残ります。神はご自身が望んでいるものを獲得されますし、そのための道を見いだされるでしょう。ただしこれは、それがそこにあって、真に天的であるならばです。それを地に引き下ろすなら、私たちは自分自身の有用さや務めを断ち切るだけです。これは本当のことです。それをあなたの務めや、私の務めにするなら、それを地的水準にまで狭めてしまったのです。それは前進することなく、神の御旨を実現することもありません。


  ああ、神の領域にある事柄を横取りして、それを自分たちのものにすることの恐ろしさ！ここで私は言いたいのですが、もしあなたが神から命令を受けているなら、もしあなたが天からの油塗りを受けているなら、もしあなたが神から賜った務めを受けているなら、それを自分のものであるかのように握りしめてはなりませんし、それを実現するのは自分の役目であると固執してはなりません。そうするなら、それは成就して、地も地獄もそれを阻むことはできません。油塗りは天からであり、油塗りの意義は全く天との関係の中に保たれなければなりません。そうするなら、天がその世話をしてくれます。パウロが牢獄に入れられた時、その務めは成就されました。それは天と関係していたのです。「天が支配します」（ダニエル四・二六）。しかし、もし私たちがそれを地に引きずり降ろすなら、天はそれを守ってくれません。この背後には膨大な歴史があります。


  さて、神の御旨は天的で霊的な豊かさであり、これは段階的拡大の道によります。これを見たからには、その道が何なのかについて、大いに配慮する必要があります。天の行路とは何なのか、神の御旨に至る天の行路は何なのか、私たちは実際に配慮する必要があります。「これまでに書かれた事柄は、すべて私たちの学びのために書かれたのです」（ローマ十五・四）。このヨシュア記は、私たちの学びのためにこれまで書かれてきた事柄の一つであり、この天の行路の問題について多くの光を私たちに与えてくれます。しかし、天の行路は地の行路とはあまりにも正反対です。「神の御旨は霊的な豊かさであり、これに向かって神は働いておられるのです」と述べる時、何が起きるのをあなたたちは期待しているのか、私にはわかりません。何が起きるのを、あなたは期待しておられるのでしょう？この書の第一区分には、この問題に対する大量の光が含まれていると思います。


  僕の精神


  ヨシュア本人を見てみましょう。次のことを思い出してください。この箇所のヨシュアは、神の聖徒や神の僕たち全員に対する神の御思いを代表しています。また、神がヨシュアの内になさったことは、神の奉仕者全員の内に神がなそうとしておられることでもあります。神がヨシュアの内になさったことは、もっと大きな群れと関係していました。それでは、それはどのように始まるのでしょう？この書は次のように始まります、「主の僕モーセが死んだ後、主はモーセの奉仕者、ヌンの子ヨシュアに言われた……」――「奉仕者」という言葉は実際には「従者」です。この書全体を眺めると、「ヨシュアはもっとましな立場から始めてもおかしくなかったのに」と、あなたは思うかもしれません。モーセは主の僕であり、ヨシュアはモーセの従者にすぎませんでした。ヨシュアは「主の僕」というような正式な肩書きで紹介されているのではありません。そのような公式の立場で紹介されているわけでは全くありません。この同じ言葉がヨハネ・マルコにも使われています――「彼らは従者としてヨハネも連れて行った」（使徒十三・五）。従者とは何でしょう？従者の主要な特徴は、言われたことを実行する、この類の従順を会得していることです。力強いヨシュアでも従者にならなければならず、従者から彼は始めたのです。


  私たちはみな、エリシャの偉大な意義を承知しています。なんと途方もない地位をエリシャは得たのでしょう。彼にはエリヤの霊の二倍の分け前があり、エリヤよりも偉大な働きを行いました。エリシャについて「エリシャはエリヤの手に水を注いだ」（列王記下三・十一）と述べられているのを思い出してください。エリシャはエリヤの従者でした。エリシャはそこから始めたのです。


  ヨシュア記十章では、「日よ、とどまれ」とヨシュアは太陽に命じました。聖書はこう述べています、「これより先にも、後にも、主が人の声をこのように聞き入れてくださった日は一日もなかった」。この人は天体に触れます。これは途方もないことです。それはどこから始まるのでしょう？モーセの従者からです！ヨシュアは従順を学びました。言われたとおりに行うこと、些事を行うこと、従順であること、へりくだった立場に立つことを学んだのです。ヨシュアにとってそれは容易なことだった、とは思わないでください。ヨシュアにも他の人と同じように大きな魂がありました。ある時、宿営の中でだれかが預言する出来事がありました。その時、ヨシュアはモーセのところに行って、「わが主、モーセよ、彼らをやめさせてください」と言いました。するとモーセは答えました、「あなたは私のために妬みを起こしているのですか？主の民がみな預言者だったら良かったのに……」（民数記十一・二六～三〇）。ヨシュアにも魂がありました。ヨシュアも自分の見解を主張することが可能でした。当時、ヨシュアは若かったのです。しかしここで、自分の生涯の一大事業の開始に当たって、ついにヨシュアが前面に立ちます。今、ヨシュアは神の主権的召命の真の御旨の中に入ります。そして、「主の僕モーセ（中略）モーセの奉仕者、ヌンの子ヨシュア」のこの物語が始まります。これが原則ではないでしょうか？これには何らかの意義があります。聖霊が聖書を記されたことを、私たちは常に覚えておかなければなりません――聖霊は、何をおいてもまず、霊的な諸々の原則を守られます。霊的原則がどんな見かけをしていても問題ではありません。時、場所、方法は問題ではありません。原則は常に同じままです。


  レビ人はこの務めを二十五歳から始めましたが、三十歳になるまで完全な責任を負うことを許されませんでした。完全に独り立ちしたレビ人となるために、五年間、学びの下にいたのです。この従者の原則は、聖書全体にわたって有効です。準備の期間や段階が、完全な承認に常に先立ちました。従者としてこの期間のこの特別な狙いを学ばないかぎり、完全な承認は得られませんでした。その狙いとは、服従する能力、命令を受ける能力、従う能力、仕える能力を叩き込むことでした。自分はひとかどの者である、などと自惚れてはなりません。私たちの人となりは、私たちの内に形成されたものから自然に発しなければなりません。「神が自分を奉仕に召されるとき、神は直ちに必ず、御力と豊かさを大いに現してくださる」と期待しないでください。ヨシュアは長期間モーセの従者であり、その後はじめて、彼は後継者となり、モーセの霊がヨシュアによって現されるようになりました。神は深く掘り進まれ、皮相的なものを喜ばれません。私たちが神の全き御旨に関してどれだけ役に立つかは、私たちが試みによってどれだけ訓練されるかによります。忠実な従者となって柔和さを学ばないかぎり、私たちは決して霊的な指導者になれません。


  ですから、憶えておいてください――天の事柄においては、後継者になることは決して公的任命にはよりません。決して人の選びにはよりません。当事者たちが自分で決めるものではありません。「自分は神がなさっていることの後継者である」と思ってはなりません。「自分はその中に入って、そこに地位を得ている」と思ってはなりません。あなたをそこにもたらせる人はだれ一人いないことは確かです。もしそれが天的なものなら、後継者になることは神の主権によるのであり、霊的な事柄です。神の主権がどう働くのかは、決してわかりません。しかし、次のことは大いに確かです。すなわち、神の御旨は、あなたの期待や、あなたの観念とは、反対に働くものなのです。


  主権的恵み


  次の行動は斥候の派遣でした。ヨシュアは斥候を遣わしました。その結末はどうだったでしょう？「全土があなたたちの前にあります。わたしはそれをあなたたちに与えました」。「今日、わたしは全イスラエル人の前に、あなたを大いなるものとし始めます」。さてそれでは、これは何かとても荘厳な事だったにちがいないのではないでしょうか？いいえ、遊女ラハブがこの状況全体の鍵だったのです。この女には良い評判はなく、悪い評判がありました。有名人の世界では、何の地位も立場もありませんでした。しかし、すべてがこの女にかかっていたのです。これは神の主権であり、恵みです。この二つによる以外に、天的な豊かさの土地に入ることはできません。偉大な者になるはずだったヨシュアでさえ、すべてがこの評判の悪い女にかかっていることを見いだしたのです。


  神は奇妙な方法で私たちをへりくだらせます。神の偉大な事柄に関して、何か素晴らしくて、偉大で、輝かしい、高貴な事柄、何か評判の良いものを、私たちは探してばかりいます。しかし、神は私たちを低くして、全く認知されていない何かを、全く受け入れられていない何かを、受け入れざるをえなくさせます。神は私たちをある場所に置かれます。その場所では、賞賛されることを願っても、賞賛されることはありません。自分のことを影響力のある有用な者として紹介してもらいたくても、それは役に立ちません。この世のそのような線に沿って進んでも、どこにも辿り着けません。この女がエリコでどんな影響力を持っていたのか、見てください。彼女の言葉には重みがあった、とあなたは思われるでしょうか？そんなことは全くありませんでした。高位の者たちからの紹介はありませんでした。もしこれが天のものでなければ、すべてがそれに反対します。私たちは何の助けも受けられません。そうです。むしろ、私たちは地上の法廷から追放されて、地上には道も立場もなくなってしまいます。それが天のものでなければ、そうなります。彼はこの問題の法廷で、影響力のある人々を得たわけではありませんでした。それは全く天のものでした。それは神の主権であり、他の何ものでもありません。


  また、これは恵みによりました。ラハブはイエス・キリストの系図の中に含まれているからです。素晴らしいことです！新約聖書の系図を見ると――ラハブがいます！ああ、恵みです！何がラハブをこのような地位につかせえたのでしょう？聖書の霊感を受けた記録の中に、イエス・キリストの系図の中に、何が彼女を入れえたのでしょう？恵み以外の何ものでもありません。この恵みは天のものです。全くそのとおりです。真に価値あるものが生み出される時は常に、主権的恵みによるのであって、他の何ものにもよりません。賞賛によるのでもありません。私たちは法廷から追放されます。私たちの主張を支持してくれるものは何もありません。天然的に頼れるものは何もありません。助けはまさにラハブの水準まで降りて行ったところにあります。考えてみてください、偉大なヨシュアでさえ、そこに来る必要があったのです。しかし、神の御言葉には常にこの原則があります。そのようなことがどれほど繰り返されるのかを、あなたに示せさえすれば！あなたはこう言うでしょう、「神はご自身の権益を損ない、御旨の成就を邪魔して、それをまさしく困難なものにする道を進んでおられるかのようです。これはどうしてでしょう？神は少なくとも尊敬できる人を選ぶべきではなかったでしょうか。たとえその人が重要人物や著名人ではなかったとしても」。しかし、神は評判の悪い人を用いられます。神がこのような道を進まれるのは、この問題を原則に適ったものにするためです。それは天のものでなければなりませんし、そうでなければ無に等しいです。いいえ、無よりもさらに小さく、さらに悪いのです。その女はエリコに対する鍵であり、エリコはその土地に対する鍵でした。神が用いられるのは、このような類の鍵なのです。


  天然の人の排除


  ヨルダン川徒渉の記事を見ると、イスラエル人が渡り終わった時、ヨシュアはこう命じました、「イスラエルの各部族から代表者を一人ずつ選びなさい。彼らは十二の石を取って、ヨルダンの川底に置き、それをそこに残さなければならない」。イスラエル全国民、すべての人が、川底に残されました。神の目から見て、人はこのような者です――ヨルダン川の川底に沈められて、そこに置き去りにされたのです。ヨルダン川で何かが後ろに残されました。この川を突っ切って、向こう岸に現れるものが、証しです。この証しは次の事実を証しします。すなわち、何かが後ろに置き去りになったということです。なぜなら、ギルガルがこれに直ちに続くからです。何かが後ろに置き去りになりました。それを川のこちら岸に持って来ることはできません。ヨルダン川に残さなければなりません。それには、何の立場も、この天のこちら側にありません。この天然の人、人についてのコリント人のこの観念――は、この川底に沈みます。そして、神はこの天然の人をそこに残されます。水が天然の人を覆い、流れ続けます。天然の人は永遠に底にあって、葬られます。「この日まで、彼らはそこにいた」（ヨシュア四・九）。これが拡大の道です。


  しかし、神はこれを私たちに適用しなければなりません。川底に置かれた十二の石の暗黙的意義の実際的適用はギルガルだったように思われます。この十二の石は、死んで葬られたキリストとの、神の民の合一を表しています――荒野で大いに姿を見せていたこの天然の人は、視界の外に追放されました。ギルガルはこの真理を取り上げて、永遠にそれを適用します。コロサイ二・十一～十二はこれを確証します。私たちは自分の魂の内に――私たちの肉の内に――十字架の切り離す働き――キリストの死を経験しなければなりません。たとえローマ六章の教理をすべて信じていたとしても、それにもかかわらず、私たち自身の内には大きな矛盾が存在しているかもしれません。肉の命や天然の命に、天は自分自身を委ねません。もし私たちが自分自身でいっぱいで、自分自身のことや、自分の働き、用いられること等について話してばかりいるなら、私たちは開かれた天の完全な恩恵にあずかれません。全く無意識のうちに、神に栄光を帰すことから脱線して、一片の働きや働きそのものに栄光を帰すのは、きわめて容易です。これが起きる時、雰囲気が変わります。そして、何かが起きたこと、雲が下ってきたことを、霊的に敏感な人々は察知します。天は全く透明であって、地の霧はそこに侵入できません。天的な豊かさには、私たちの霊の透明さが必要なのです。


  



  第七章 天の土地を獲得する


  
    「ヨシュアがエリコの近くにいた時、目を上げて見ると、見よ、一人の人が抜き身の剣を手に持ち、こちらに向かって立っていたので、ヨシュアはその人のところへ行って言った、『あなたは私たちの味方ですか。それとも、私たちの敵の味方ですか？』。すると彼は言った、『いや、わたしは主の軍勢の君として今きたのです』。ヨシュアは地にひれ伏し拝して言った、『わが主は何をしもべに告げようとされるのですか？』。すると主の軍勢の君はヨシュアに言った、『あなたの足のくつを脱ぎなさい。あなたが立っている所は聖なる所だからです』。ヨシュアはそのようにした。」（ヨシュア五・十三～十五）
  


  
    「……あなたたちの心の目を照らしてくださいますように。それは、その召しの望みがいかなるものか、聖徒たちの内にある嗣業の栄光の富がいかなるものか、あなたたちが知ることができるようになるためです。」（エペソ一・十八）
  


  最初にはっきりさせておきたいのですが、ヨシュア記とエペソ人への手紙の対応関係を扱うつもりはありません。この一連の学びで私たちは一つの特定の思想に携わっています。これはみな、その思想を巡るものであり、それを中心としています。その思想とは、神の御旨は天的な豊かさを地上でご自身の民を通して、ご自身の民によって表現させることである、というものです。神が地の上に天を据えられた時から、諸々の時代にわたる神の取り扱いの行程はすべて、今も昔も、人の観点から見ると、霊的巡礼のようなものであり、天に向かって霊的に前進することでした。これが意味するのは、どこかの場所に向かって前進することでは必ずしもなく、神の御心にしたがっている何らかの秩序に向かって前進することです――主イエスは神の御旨について話された時、この秩序に触れて、「天で行われているように」（マタイ六・十）と言われました。それは、すべてを天と同じにすることです。天の行路、天の行程、天の旅はこれを目指すものであり、何ものにもまして、私たちはこの天の行路の性質を見ようとしています。次に私たちが見たのは次のことでした。すなわち、大半の人は回心の時に経験するこの道の始まりの部分しか知らないため、主は僕たちを起こし、その僕たちの内に天に関するとても深い働きを行って、他の人々のためにこの道を開拓されるのです。


  さて、この点をもう少し追うことにします。今しがた読んだ二つの節により、天の豊かさに到達するというこの問題に関して、私たちはある特別な点に到達します。ヨシュア記後半の内容は、もちろん、人々による嗣業の相続、嗣業の分割・割り当て・所有で占められています。奇妙なことに、エペソ人への手紙はこれと対応しており、これを逆の方法で述べています。つまり、エペソ人への手紙では、神の民の内にある神の嗣業について述べているのです。「聖徒たちの内にある嗣業の栄光の富」（一・十八）。これを通り過ぎる前に、私は一言述べたいと思います。なぜなら、これは別のことを言っているわけではありませんし、何か他のことでもないからです。これは反対側から見た同じものなのです。


  主が嗣業を獲得されるのは、主の民が真に天的な民となる時だけです。主が嗣業を獲得されるには、主の民はエペソ書に見られる所にいなければなりません。主の民が実際にこの地位やこの所有を獲得して、真に天的な民となる時、主はご自身の嗣業を獲得されます。「聖徒たちの内にある嗣業の栄光の富」を見ることが意味するのは、反対側から眺めると、主が私たちの内に嗣業をご覧になれる所に私たちが到達することです。主の民が主の御旨の場所にいるのを主がご覧にならないかぎり、主の民が天的な民として主の御心に応える民に実際にならないかぎり、主はご自身の嗣業を聖徒たちの内にご覧になることはできません。私がこれを述べるのは、人々が嗣業を獲得することに関する話と、主がご自身の嗣業を獲得することに関するこの話とについて生じかねない知的困難を片付けるためです。


  さて、要点は、「キリストの内に嗣業があり、それは私たちや主のためです」という真理ではありません。「死と葬りと復活を通してキリストに結合される時、他方において、私たちは天的な豊かさの領域の中に入ります」という、聖書に示されている真理ではありません。いま強調している要点は、実際に天的な民となって、実際に所有を獲得することです――教理的、理論的、聖書的にそうすることではなく、実際にそうすることです。私は堅く確信していますが、あなたはこの真理を見つめ、熟考し、その描写の素晴らしさを認識しているでしょう。きっとあなたは自分の心の中にその観念を抱いているでしょう。しかし問題は、これをみな熟知していて、何度も教わってきたにもかかわらず、人々がそこに到達していないことなのです。彼らはそうなる域に実際には達していません――教理や教え等がどんなにあったとしても、またどんなに熟考したとしても、もし私たちがそこに到達していないなら、何の役に立つでしょう、何の益があるでしょう？ですから、私たちはこの道を見なければなりません。それは、あえて言いますが、私たちがそこに到達するためであり、それが実際のものとなるためです。


  聖霊の主権


  数ページ前で、ヨルダン川における準備的働きについて述べましたが、その直後に続くものを見ることにします。私たちはヨルダンの川底に何かを置き去りにしました。私たちの古い人は十字架につけられて、そこに残されました。私たちは古い人をそこに残し、古い人を水の中に葬り、古い人から離れ去りました。その後、またギルガルの後――すなわち、消極面、脱ぐ面の後――今や、積極面、着る面にやって来ます。これは実際本当に嗣業を獲得してそれを嗣ぐことであり、それまで常に目指していたものになることです。それまで常にこれを目指してきたのであり、エジプト脱出以来ずっとそうだったのです。モーセの歌はこれについて述べていました。そうです、紅海を渡って解放されたとき、それはこの偉大な預言的歌の中にあらかじめ示されていました。これは常に観念としては存在していましたが、何か遠いものでした。どこか彼方にあるものであり、日がたつにつれて、強まったり弱まったりしました。時には、強力で、明確で、積極的で、魅力的なものになることもありましたが、そうでない時は、色あせた、弱々しい、縁遠い、抽象的なものにすぎませんでした。


  しかし今、この問題はまさに積極的な現在の問題になりました。準備がすでにすんだからです。先ほど読んだヨシュア記五・十三～十五のこの節に来ることにします。ヨシュアはエリコに向かって立ち、「目を上げて見ると、見よ、一人の人が抜き身の剣を手に持ち、こちらに向かって立っていた」。ヨシュアの内に戦闘心が湧き起こり、彼はその人に向かって行きました。「あなたは私たちの味方ですか。それとも、私たちの敵の味方ですか？」――おそらくこれは、「この質問の後半に対する答えが『はい』なら、容赦しないぞ」という意味だったでしょう――というのは、その時はまだ、ヨシュアは相手のことを人だと思っていたからです。その答えから、相手は人以上の者であることがわかりました。ヨシュアは降参し、敵対的姿勢を解き、ひれ伏して礼拝し、自分はこの御方の僕であることを告白し、指示を求めました。


  この御方はどなたでしょう？前の章で述べたように、私はこう確信しています。すなわち、聖書のこの特定の箇所に登場するこの御方は、新約聖書における聖霊を表している、と。その証拠はたくさん挙げられると思います。しかし、聖書からそれについて論じることはせず――その場合――それがどのように効力を表すのかを見ることにしましょう。


  この時、多くの変化がありました。この時まで、雲と火の柱が民の行程、行路、統治でした。これは聖霊であることをだれもが認めるでしょう。これは客観的な事柄であり、感覚に訴えるものであり、荒野の特徴です。あなたが渡って行って天に入る時、すべては御霊です。しかし、この時点では聖霊を見ることはできましたが、もはや二度と目にしなくなりました。聖霊は知覚の領域から消え去られましたが、何が起きてもそこにおられ、そこに大いに臨在しておられました。聖霊は主の軍勢の目に見えない君でした。これが一つの変化です。他にも多くの変化がありました。もはやマナはなくなりました――今や、土地の産物である昔ながらの穀物です。これは別の見方をすると、命のパン、天の食物です。これは別の領域に属するものです。これは復活のキリストであって、裂かれたパンである謙卑のキリストではありません。これは復活のキリストであって、天的な民の食物です。一方は荒野に属するものであり、これはその地に属するものです。このように違いをいくつも挙げていくことができます。ここのこの領域では、すべてが本質的に天的であり、新たな意味を帯びていることがわかります。言い換えると、すべてが本質的に霊的です。すべては感覚的なものでも、一時的なものでもなく、本質的に霊的です。


  さて、聖霊は「私たちの嗣業の保証」（エペソ一・十四）であると、使徒パウロは述べています。ですから、ここのこの時点で登場する聖霊は、神のこの御旨が成就される保証です。聖霊は、ここから先は目に見えなくなりますが、他のあらゆるものの絶対的保証です。前の学びで述べたように、神の御旨のために油塗る聖霊の臨在は、その御旨の実現を積極的に保証します。その御旨の実現を可能ならしめるだけでなく、その実際の基盤ともなるのです。どうすればこれは実際のものになるのでしょう？教理、真理、観念を超えたもの――現存する実際になるのでしょう？


  神は保証として御霊を与えてくださいました。御霊は保証であり、担保です。主として示された聖霊――まず、ここから積極面が始まります。アメリカ改訂訳では、この箇所は「君（prince）として」となっていることに注意してください。おそらく、「将（captain）」という言葉より、こちらの方が原文により忠実です。「主の軍勢の君として」。聖霊の主権が示されています。神の民の間における聖霊の絶対的主権――ここから積極面が始まります。人々に対して聖霊が示され、人々は聖霊を認識します。そしてそれに関して、何かがなされます。これは客観的真理ではなく、それに関して積極的になされる何事かです。ヨシュアはへりくだって、絶対的に服従し、降伏しました。


  十字架がこの結果をもたらしました。十字架は常に聖霊の主権に導きます。ですから、ヨルダン川は聖霊の主権に導きます。十字架はこれを要求します。もし聖霊が主としての地位についておられないなら、もしそこに服従がないなら、あなたは十字架に戻った方がいいでしょう――戻って、あなたを象徴している十二の石を水越しにもう一度見た方がいいでしょう。もし聖霊が主でないなら、どこかが間違っています。あなたは十字架の事実に従っていません。


  しかしこの箇所では、その霊的解き明かしによると、実際のところ、十字架は既成事実であることが当然視されています。人間生活には依然として過ちや弱さがあります――ヨシュアもそうでした――人には依然として過ちや弱さや欠点があります。それにもかかわらず、私たちの心、意志、知性に関するかぎり、十字架は私たちを打ち砕いて、聖霊のために道を拓いたのです。これが十字架の意義です――すなわち、御霊の主権の道が開かれて、御霊の主権により天的豊かさへの道が開かれたのです。


  人による「征服」――人によるリバイバルと言ってもよろしいでしょうか？――と聖霊の働きとの間には、なんと大きな違いがあるのでしょう！なんという違いでしょう！このヨシュア記には大きな相違点が幾つも記されています。ここのこの違いはあまりにも大きいため、人は外に出されるほどです。これを考慮することは人には無理であり、人はその中に何の地位も持ちません。それはまさに人の推測能力を超えています。主はご自身の民をある領域の中に導かれました。その領域では、人のやり方とは全く異なっています。聖霊が主となられる時、あなたは事を進めるために何も組織する必要はありません。事を進めるために、神の働きをするために、リバイバルを起こすために、計画を立てたり、工夫したり、構想を練る必要はありません。自然に進んで行きます。これは天の動きです。それにはあなたがこの地位につくことが必要です――聖霊のこの絶対的統治が必要です。人による活動には、必ず「地との接触」が伴います――その成功を保証する手段、方法、人々、ありとあらゆる道具立てが伴います――そして、その働きは大きな騒音や軋みをたてながら進んで行きます。それには人による支援が大いに必要です。さらなる援助で支え続けてやらなければ、それはいつ消えてしまってもおかしくありません。支えてやらないと、瓦解してしまうのです。


  御霊の働きは決してそうではありません。しかし、この地との接触――これは深刻です。地との接触は常に死を意味し、常に停滞を意味します。聖霊の絶対的主権には、この地との接触に終止符を打つことが必要です――そしてこれこそ、くつを脱ぐようヨシュアが命じられた意味です。「わが主は何をしもべに告げようとされるのですか？」。「行って、この土地を征服しなさい。行って、占領しなさい。行って、民を中に導きなさい」と主は告げられたでしょうか？いいえ、そんなことは全くありません。「あなたのくつを脱ぎなさい」。ヨシュアよ、あなたのくつを脱ぎなさい、そうすればあとのことはそれに続きます。この地との接触を断ち切りなさい、そして何が起きるか見なさい。あなたのなすべきことは、ただエリコの周りを歩くことだけです。これは人々のやりそうなことではありません。もしこれを人々に任せるなら、彼らはエリコを陥落させるために、途方もない軍事作戦を立てるでしょう！そんなことはせずに、あなたのくつを脱ぎなさい、そして何が起きるか見なさい。


  もしこの解釈に疑問を感じるなら、この少し後で、ヨシュアがくつをはいたとき、あるいはイスラエルがくつをはいた時、何が起きたのかを見さえすればいいでしょう。アイで何が起きたでしょう？ギベオン人に関して何が起きたでしょう？彼らは自分のくつをはいて、地に触れたのです。その結果は――停滞、妥協、制限でした。あなたのくつを脱いで、それを脱いだままにしておきなさい。天のこの原則は、聖霊が前進し続けるための原則であり、霊的豊かさの原則でもあります。「あなたの足のくつを脱ぎなさい。あなたが立っている所は天的な所だからです」。ここにあなたの立場はありません。ここに地のための余地はありません。ここにこの世のための余地はありません。ここに人々のための余地はありません。ここは聖なる所であり、天に対して聖別されています。ここから先は天が引き継ぎます。そうです、主に仕えるために起こされたこの偉大な僕といえども、天が引き継いだのです。主は主権をもって僕を選ばれますが、この主の主権は決して人の力に地位を与えたりはしません。主の主権は僕の過ちを決して容赦しません。ヨシュアやイスラエルに対してすら、そうでした。なぜなら、ヨシュアは、前に述べたように、すべての聖徒と主のすべての僕の代表だからです。


  神の御旨に仕える聖霊


  しかし、「あなたは私たちの味方ですか。それとも、私たちの敵の味方ですか？」というヨシュアの問いに対するこの答えに注意してください。どちらですか？私たちの味方ですか？敵の味方ですか？このためですか？あのためですか？「いいえ、わたしはこのためでもあのためでもありませんし、あなたの味方でも敵の味方でもありません。わたしは主の御旨のためです」。これがこの答えの真意です。「わたしはだれであろうと人々のためではなく、主の御旨のためです。わたしは、あなたが主のためにしようとしている、この働きやあの働きのためではありません。わたしは主の御旨のためです。わたしは主の御旨――永遠の御旨――に仕えているのです」。「いいえ、しかし……」。ああ、何事においてもこの力が得られさえすれば！私たちは、聖霊が私たちの運動、働き、務めを助けてくださることを願っています。「あなたは『私たちの味方』でしょうか？」と私たちは聖霊に尋ねてばかりいます。「わたしはあなたの味方です」とは、決して聖霊は仰らないでしょう。「主はご自身の民の味方です」という感覚もあります。「もし神が私たちの味方なら……」。しかし、反面、主はこうも言われます、「わたしはあなたの味方ではなく、あなたによって、あなたを通してなされるわたしの目的のためです。たとえあなたがイスラエルを代表していたとしても、また、主権によって選ばれて油塗られたヨシュアだったとしても、わたしはあなたの味方ではありません。わたしはあなたの味方ではなく、神の御旨に仕えているのです」。


  要点はこうです。私たちは聖霊の働きの根拠と目的を識別しなければなりません。私たちは聖霊が何に仕えておられるのかをわきまえなければなりません。人々は主のために多くの計画を立てて案配しますが、失敗だらけです。それは、主が来臨して、それを引き受け、成就してくださらないからです。主のために案配、立案、計画されている事柄が、今日、どれほどたくさん世界にあることでしょう？しかし、それらはうまく行っていないように思われます。主はそうしたものにご自身を委ねておられないように思われます。これがまさに問題です。私たちは聖霊の目的を識別しなければなりません。御霊の目的は、地上で何かを行ったり、地上に何かを打ち立てることではありませんし、地上と関係している「くつ」をはいた何かを設立することでもありません。地上に何かを確立することは、全く御霊の目的ではありません。聖霊は絶対的に天的なものに仕えておられるのであり、聖霊の目的は、霊的な内なる方法で、この世からすべてを分離することに尽きます。おそらく、現在、これをさらによく示す必要があります。しかし、注意してください。最も重要なのは、神が何をしようとしておられるのかを知ることです。何であれ、この地につく事柄に、神はご自身を委ねたりはされません。神がご自身を委ねられるのは、ただ天につくものだけです。


  抜き身の剣を持つ聖霊


  さて、これが確立される時、次の事柄が続きます――これもまた途方もない事柄です。この御方は、主の軍勢の君として、抜き身の剣を手に持って、立っておられます。ああ、これは戦いではないでしょうか？これは戦争ではないでしょうか？ですから、聖霊が責任を担って、聖霊に完全に服従するやいなや、戦いが始まります。これについて勘違いしないでください。聖霊のバプテスマやその意義に関するあなたの観念がどうであれ――他にどんな意味があるにせよ――それはやむことのない戦いが直ちに始まることを意味します。それには他の意味もあるかもしれませんが、それは次のことを意味します――すなわち、避けられない戦いが始まるのであり、あなたは退役できない軍隊に入るのです。ここでは、年金をもらって辞めることは決してできません。あなたは最後までこの戦いの中にあります。


  主イエスの場合、そうではなかったでしょうか？ヨルダン川、開かれた天、聖霊、荒野、悪魔――ここから主の務めが始まりました。直ちに――「イエスは悪魔の試みを受けるために、御霊によって荒野に導かれた」（マタイ四・一、マルコは「追いやられた」「強いられた」と述べています）。いわゆるペンテコステの日に、天が裂けて、御霊が降臨するやいなや、この戦いが始まりました。教会はこの戦いの中に投げ込まれ、それ以来、そこから抜け出たことはありません。もしこの戦いから抜け出ようものなら、それは教会にとって霊的損失です。聖霊のこの主権は、どういうわけか、直ちにこのような結果になります。聖霊は手に剣を持っておられ、その日の仕事が済むまで、それを鞘に収めません。


  そうなのですが、これは比喩にすぎません。聖霊は、肉的な物理的戦いにはあまり関心を持っておられません。この戦争、この戦いは、聖霊ご自身の性質にしたがったものです。それは霊的であり、霊にしたがったものです――なぜなら、霊の軍勢がこれに従事しているからです。ですから、獲得するのは霊的戦いによります。実際本当に戦いが生じるのは、これがその一つの理由です。この点について説明する必要はほとんどありません。私たちはこれをよく知っています。一歩踏み出して霊的に獲得する時は必ず、争いに直面します。霊的増し加わりに向けて動いたり、行動したりする時、一挙手一投足といえども、必ず戦いを生じさせます。これは事実です。これは霊的戦いであり、私たちの理解力ではその性質を全く理解できません。「戦いはこの方面から始まる」と思ったとしても――戦いは別の方面から始まります。予想どおりに戦いが始まることは決してありませんし、自分にわかる形で戦いが始まることも決してありません。実を言うと、悪魔の攻撃に気づくことすらあまりないのです。悪魔の攻撃は、偶然や、不運や、何らかの間違いといったものによって覆われています――しかし、それが霊的生活に及ぼす影響を考えさえするなら、それはたんなる日常茶飯事を超えた、計画や知性に基づく何かであることがわかります。それは霊的戦いです。聖霊がこれを引き起こされたのです。


  どうかこれを理解してください。これは多くの事柄を解き明かします。敵は「盲点」を利用して常に働きます！今日、敵が収めている成功の大半は、おそらく、主の民の間の「盲点」のせいだと思います。偏見は「注意」と称され、疑念は「目をさましていること」と称されています――悪に美名が付けられています。敵はこれに長けています。あなたの偏見は、悪魔が造り出した盲点かもしれません。敵はこの盲点を造り出す機会を見つけました。そして、それが道に立ちはだかって、あなたが霊的で天的な豊かさを得る邪魔をしています。今日、主の民はこの罠にかかっており、この世が優位にあります。神の民が偏見や疑念を抱いているせいで、天の行路による霊的拡大や増し加わりは邪魔され、駄目にされています。「敵がこれを行ったのです」。


  エペソ人への手紙は、天のあらゆる豊かさを提示して見せており、それに関する霊的戦いも見せていますが、どうして使徒は「心の目を照らされて」見えるようになるようにと祈っているのでしょう？どうしてその必要があるのでしょう？目を見えなくさせるこの働きと、これらの盲点のためです。聖霊に信頼して、「すべてのことを教えてくれる」（一ヨハネ二・二七）、また何が正しくて何が間違っているのかを示してくれる、聖霊の内なる油塗りを知る代わりに、偏見、閉ざされた知性、疑念、間違った恐れに所を得させるなら、すべてが失われかねないからです。「『念のため』用心しなければならない」と感じる時、あなたは聖霊に対して用心しているのかもしれません。これを多くの人は行っています。これが戦場です。霊的にこれはそのとおりです。それはとても邪悪で狡猾です。


  しかし、この霊的戦いには別の面もあります。どうして聖霊はこの戦いを生じさせられるのでしょう？どうして聖霊はこの戦いを引き起こされるのでしょう？「戦いは敵から始まる」と、あなたはごく自然に思うかもしれませんが、どうして聖霊が戦いを開始されるのでしょう？どうして、毎回、聖霊ご自身が戦いの端緒となられるのでしょう？主イエスの場合そうだったことを、私たちは見ました。それは意図的なものだったのです――なぜなら、はっきりと、確かに、まごうことなく、こう記されているからです――「イエスは悪魔の試みを受けるために、御霊によって荒野に導かれた」――聖霊がこの件を握って、それを開始し、引き起こされたのです。聖霊は教会にもこうされました――ご自身がなさっていることを知りつつ、意図的にそうされたのです。聖霊はまるでこう言っておられるかのようでした、「さて、わたしは彼らを速やかに、一直線に、戦いの中に導きましょう」。どうしてでしょう？


  一つには、これは霊的事柄、霊的嗣業の問題だったからであり、霊の勢力が嗣業を占有していたため、それらを追い出す必要があったからです。しかしまた、私たちが霊的に成長するのは、ただ戦いのみによるためでもあります。主は私たちに関心を寄せておられます。語り手が講壇に上って、こう言うなら、おそらく私たちは辛く感じるでしょう、「あなたたちが不遇の時を過ごしているのは、主があなたに関心を寄せておられるからです。悪魔はあなたを鎖につないで攻撃することを、大いに許されています。それは、あなたの幸いを主が最も気にかけておられるからなのです」――このような言葉を受け入れるのは、おそらく困難でしょう。次に敵が来て、酷い働きを始める時、「ああ、主は今日、私を愛してくださっています」とは到底言えないでしょう！そうは言えないものです。しかし、戦いがなければ、霊的進歩も、増し加わりも、成長も、進歩も、全くありえません。これは事実であり、経験や歴史に適うことであり、したがって、原則に適うことではないでしょうか？これは事実です。成長する唯一の方法は、征服すべき何かを持つことによるのであり、霊的生活で何とか支配することによります。これが自然の法則であり、恵みの法則です。戦いなしに進歩はありません。戦いのたびに、神に対してこのような見方をすることができますように！事実、これがそうであることを私たちは信じています――しかし、ああ、この真理に巻き込まれることから、私たちをお救いください！


  そんなことではだめです。主が関心を寄せておられるのは、実際に嗣業を得る人々です。理論的、教理的、聖書朗読に基づいてではなく、実際に嗣業を得る人々です。あなたが真に聖霊の統治の下に来る時、あなたは実際の道に入ります。そして、この道は実際のものであって、大いに実行的なものであると、主は確信しておられます。


  エリコが代表的な例です。原則的にこれは常にそうであることの、大いなる実例です。すでに述べたように、まず第一に、あなたは天的立場に立たなければなりません。地的立場に立つのではなく、人のやり方に倣うのでもありません。最初にアブラハムについて見たこの原則がエリコで働きました。アブラハムは自分で行動しようとして、恐ろしい失敗を犯しました。地に触れてしまったからです。モーセもまた、自分自身の手で何とかしようとして、エジプト人とヘブル人を攻撃した時、恐ろしい失敗を犯しました。エリコではその教訓が活かされています。ヨシュアはこうした霊的歴史全体から教訓を学びました。エリコでは肉の武器が何もないことがわかります――そこには人の理屈は何もなく、何も人に委ねられていません。もしこれが天的でないなら、それは無です。地上では、このような出来事は起きません。もし天的立場についていないなら、もし天が介入しないなら、七日間だけでなく、たとえ一生その周りを歩いたとしても、何も起きないでしょう。エリコでは人は脇にやられ、全く排除されます。これは天的なことです。


  さて、これが基礎です。その後直ちに次のことがわかります――敵は、公の抵抗では成功できないとなると、もっと巧妙な戦術を試みるようになるのです。あなたや私が天的立場にとどまって、それを守るかぎり、敵は公の抵抗で成功を収めることはできません――それを守ってください。それがエリコの意義だからです。イスラエル人は初日にこの立場を取っただけでなく、それを保ち、守り、承認して、最後の日には、それを七回確証し、自分たちの天的立場を保ちました。彼らは諦めませんでした。一日目や、二日目ですら、私たちはやり抜けるとはかぎりません。信仰によってこの立場を保たなければなりません。この立場をこのように実際に保つなら、敵にとっては全く最悪です。このような道筋で最悪の目に遭う時、敵は可能なら、何とかしてそれを覆して、敗北に追い込まなければなりません。ですから、敵は狡猾な方法で働くのです。


  ギベオン人の場合が、そうではなかったでしょうか？彼らは狡猾に働いて、「地の接触」を生じさせました。アイでのアカンも同じです。バビロンの衣と金塊――それは地の接触でした。地の接触は必ず、公然たる明確な直接的形で、霊的戦いにつながる、と思ってはなりません。次の面を私たちは見なければなりません。すなわち、敵は地と接触するよう誘導しているのです――呪われているもの、神にとってそれと一緒には進めないものとの接触を生じさせるものを、敵は持ち込もうとしているのです。


  これはどのようになされるのでしょう？彼らがギルガルから離れてしまったことを、もちろん、あなたはご存じでしょう――ギルガルは肉が転げ落ちた場所であり、肉が除去された場所です。しかし、イスラエル人はエリコの後、ギルガルに戻りませんでした。真っ直ぐアイに向かいました。それに対して、前進するたびに、あるいは戦いのたびに、必ずギルガルに戻ることが慣わしでした――ギルガルに戻り、ギルガルから再出発することが慣わしでした。今回、彼らはギルガルに戻りませんでした。進み続けたのです。


  十字架の近くにとどまりましょう。「主は自分たちを祝福し、繁栄させ、成功を与えてくださったので、先に進み続けることができる」と、決して思い込んではなりません。決して一瞬たりとも、十字架から離れてはなりません。十字架を後に残して、それから去ってはなりません。十字架は常に私たちと共になければなりません。十字架は私たちの安全保障です。


  これが天の行路であり、この天の行路の性質全般であり、神の御旨への道です。主よ、私たちをその中に保ってください。


  



  第八章 天的豊かさにまつわるレビ人の意義


  
    「彼らは民に命じて言った、『レビ人である祭司たちが、あなたたちの神、主の契約の箱をかつぐのを見るなら、あなたたちはその所を出発して、そのあとに従わなければならない』。」（ヨシュア三・三）
  


  まず最初は、「レビ人である祭司たちが、それをかつぐ」という句です。彼らは契約の箱をかつぎました。これが今回の考察の鍵です。


  このヨシュア記では、レビ人たちが大きな役割を果たします。何度も彼らについて述べられています。実に、ある箇所では、一つの章全体が彼らの周辺を巡っています。天の豊かさにまつわる、このレビ人の意義こそ、聖霊の助けにより、私があなたたちに示したいことです。私たちの多くはレビ人の歴史を熟知していますが、まずは、その概要を急いで見る必要があります。


  このヨシュア記では、レビ人が三つの方法で示されています。第一に、たったいま見たように、契約の箱をかつぐ者としてのレビ人です。彼らは契約の箱をかついでヨルダン川の川底に行き、契約の箱と共にそこに立ちました。レビ人と契約の箱、それから民との間には二千キュビトの隔たりがありました――五章で見たように、とても長い距離です。次に、第二に、ヨシュア記十四章では、レビ人には何の嗣業も与えられなかったことが述べられています。つまり、土地を分割するとき、他の部族とは異なり、彼らには特別な土地が割り当てられなかったのです。彼らはその地で何の嗣業も受けませんでした。しかし第三に、レビ人を巡る章である二一章では、すべての部族がレビ人に、区画や土地を与えなければならなかったことを見せています。レビ人はすべての部族の間に散らされました。彼らの土地や分け前は一箇所にはまとまっておらず、この国全体と関係していました。ですから、レビ人はその全土中の至る所に散らされて、他の民と関わりを持った、と言えます。これが、この書における、レビ人にまつわる三つの点であり、素晴らしい意義に満ちています。


  レビ人は天的な御心を示す


  彼らの意義は何でしょう？過去に戻ることにしましょう。レビ人がどのように一つの部族として誕生したのかは覚えておられるでしょう。イスラエルがエジプトを出て、金の子牛を造った時のことです。彼らは「イスラエルよ、これがあなたたちの神々です」（出エジプト三二・四）と叫び、主を離れてしまいました。モーセは山から下りてきて、これを見聞きし、その子牛を破壊しました。そして、門のところに立って叫びました、「『すべて主につく者は私のもとに来なさい』。レビの子たちはみな彼のもとに集まった。そこでモーセは彼らに言った、『イスラエルの神、主はこう言われる、あなたたちは、おのおの腰に剣を帯び、宿営の中を門から門へ行き巡って、おのおのその兄弟、その友、その隣人を殺せ』。レビの子たちはモーセの言葉どおりにした」（出エジプト三二・二六～二八）。レビ人は天の権益のために地的思いをすべて犠牲にし、天の御旨のために地的関係を完全に断ち切りました。天然的な感傷や感情から出たもの、魂からにすぎないものを、神の民のエジプト脱出の支配的原則という観点に照らして、すべて犠牲にしたのです。なぜなら、神の御心によると、彼らは天的な民になるべきであり、この世を支配している霊的体系にこのように巻き込まれることがあってはならないからです。これだけでも、レビ人は神の天的御心を表していることがわかります。レビ人がそうしなければならなかったのは、とても抜本的かつ徹底的なことだったのではないでしょうか。


  主は決してそれをお忘れにならないことがわかります。旧約聖書の最後の箇所、最後の書であるマラキ書は、バアル・ペオルの出来事について述べています。その時、イスラエルは金の子牛を造りましたが（民数記十四章）、ピネハスは天の権益という当初の立場を守りました。そこで主は言われました、「わたしの命と平和の契約は彼（レビ）と共にある」（マラキ二・五）。「彼は自分の兄弟を認めなかった」（申命記三三・九）。つまり、彼は自分の身内ですら、神の高い御旨から離れ去るなら、同情をもって見なかったのです。神はレビと契約を結ばれました。ですから、まず最初にレビ人が選ばれ、イスラエルの残りの部族から分離され、イスラエルの中で長子の地位を占めて、長子の部族となったのです。このことから、あなたたちの多くは、直ちにヘブル人への手紙を思い出すでしょう――「あなたたちが来ているのは（中略）天に登録されている長子たちの教会です」（ヘブル十二・二二、二三）。ここで天的な事柄が再び登場します。天に登録されている長子たち――これはレビ人であり、天的御思いです。


  さて、五章で述べたように、少なくとも二千キュビトというこの隔たりがありました――ここで使われているキュビトが三つの内のどれかはわかりませんが、この隔たりは少なくとも千フィート以上あり、おそらく三千フィートを超えていたでしょう。契約の箱と民との間には大きな隔たりがありました。これは、救いの働き、贖いの働き、解放の働きにおける、キリストとその他の者たちとの間の膨大な隔たりを示しています――しかし、レビ人たちが契約の箱をかつぎました。こう言う人もいるかもしれません、「これは矛盾ではないでしょうか？キリストは他のすべての人たちから離れて、ひとりで立っておられます」。しかし、レビ人の原則がわかります。レビ人は天的なものを代表しています。すなわち、天のキリストを代表しているのです。レビ人がそこで契約の箱をかついだのは、この原則を示しています。それはたんなる地上のキリスト、史的イエスではありませんし、大いに優れてはいるものの、人々の間のたんなる一人でもありません。天的な御方です。


  もしこの原則の証拠が欲しければ、ダビデの時代の出来事を思い出してください。ダビデは契約の箱を携え上ることについてイスラエルの長老たちと相談し、そのために荷車を造りました。ダビデはこの発想をパレスチナの地から得ました。サウルが統治していた間、ダビデはパレスチナにいましたが、そこでパレスチナ人が荷車を造るのを見ました。彼らは契約の箱を荷車の上にのせ、悲劇が起きました。ウザが主の御前で死んだのです。ダビデは主の御前で大いに悲しみました。その日、主が断ち切ったからです。しかし、ダビデの人柄はあのとおり、主に対して常に柔軟だったので――ダビデの素晴らしい点の一つは、その柔軟性です――主と延々と論争しませんでしたし、主もダビデに対してそうされませんでした。ダビデは主に戻って、おそらく、この問題について論じようとしたでしょう――しかし、主が議論に勝利されました。主はダビデを聖書に連れ戻して、レビ人が契約の箱をかつぐべきことを示されました――レビ人は道具や組織ではなく、天的な民であり、レビ人がイエスの証しを運ばなければならないのです。


  そこで、レビ人が契約の箱を運びます。この天的性質こそ、レビ人の機能の原則です。そして、これはもちろん、レビ人は地上に嗣業を持たないおかげです。レビ人は地に属さず、天に属します。この地上に根ざしません。レビ人は天的事柄を代表する人々であり、神の民全体の間に散らされます。それは、神の民が天との接触を保つためです。神の民には地的になる傾向が常にあります。これが何世紀にも及ぶ、教会の危機であり、悲劇です。教会は常にこの地に引かれており、人の流儀にしたがって、この世の観念にしたがって、地的なものになりつつあります。


  主はご自身の民の間にレビ人を必要としておられる


  さて、要点はこうです。主は、苦難を通して、十字架を通して、犠牲を通して、分離する深い働きを通して、次のような人々を得なければなりません。その人々は、感情や地的利益を考慮して妥協しなかった人々です。また、今も昔も、御子と教会に関する主の全き天的御心のために、あらゆる代価を払って立つ人々です。主はそのような人々を得なければならず、その人々を至る所に分配して、ご自身の民との活き活きとした関係の中にもたらさなければなりません。それは、主の民が地に向かうこの傾向に屈しないように守るためです――主の民がこの世に向かわないように守るためです。


  本部は天にある


  これがまさに新約聖書で起きたことが、わかるのではないでしょうか？これを見るとうっとりします。新約聖書に入ると、型や絵図を後にします――あなたたちの中には型や絵図にあきあきしている人もいる、と私は期待します。旧約は型や絵図でいっぱいです。その実際を見るのは素晴らしいことです。使徒行伝に入ると、これがすべて繰り返されていることがわかります。何が起きたのでしょう？天におられる主イエスから始まります。本部は天にあり、今や統治は全く天でなされます。次に、聖霊が来臨して、すべてを天的なものにし、天と連携してすべてを支配されます。これが前章で述べたことです。主の軍勢の君が来て、天と連携してすべてを管理されます。そして、すべてが天から動き始めたのです。


  まず最初に、エルサレムで天からの動きがありました。それは天からの力強い動きであり、いくつもの出来事が起きました。しかし、しばらくたった後の傾向に注意してください（もちろん、この期間の物語は数語で述べられているだけですが、かなりの期間を網羅しています）。しばらくすると、エルサレムは地に向かって引き寄せられ、教会の地的本部になる傾向を帯びました――傾向を帯びたたけでなく、実際にそうなりかけていました。主の命令では、エルサレムは開始点、出発点となるだけでした。「エルサレムから始まって」。エルサレムは決して、包括的・最終的なものになるべきではありませんでした。それなのに、エルサレムはある種の本部となって、教会を支配したのです。使徒行伝を読み進んでいくと、この類のことが発展していくのがわかります。天的な人であるパウロを少し見て、彼がどれほどエルサレムを拒否しているのかを見てください。


  しかし、使徒行伝の七章になると、ステパノの石打ちがあります。これがエルサレムの終わりです。この時から、天は再び自らを強く主張して言います、「だめです。地的センターや本部があってはなりません。本部は天にあります」。この時、人々はみなエルサレムから散らされました。人々はかき回されて、古巣から放り出され、あらゆる方向に向かって行きました。彼らの行く先々では、ピリポだろうとだれだろうと、至る所で天の主を証しして、諸事の天的側面を導入しました。そうです、至る所にこのレビ人たちが置かれて、全世界と関わりを持ち、諸事を天の行路に保ったのです。こうして、これはこのように進展していきます。


  九章に移ると、天の途方もない動きの一つがあります。サウロがエルサレムから出発して、ダマスコへの途上にありました――エルサレムがサウロの本部でした。彼は大祭司や支配者たちから権限を得ました。サウロに関するかぎり、エルサレムが支配しています。しかし、旅の終点に着く前に、天が支配しているのであって、エルサレムではないことを、彼は見いだしました。天が裂けて、天から光が照らし、天からの声がありました。タルソのサウロにとって、これが地的性向の終わりでした。この瞬間から、彼は天的な人になりました――その後ずっと、この人が天と連携して動く様子を見てください。これを詳しく追いかけることもできます。しかし、ここに一人の力強いレビ人がいたのです。こうして、もはやエルサレムではなくなり、アンテオケになりました。主はエルサレムから動かれました。アンテオケは純粋に霊的なものです。エルサレムはクリスチャン機構のセンターになってしまいました――しかし、アンテオケには機構はありません。アンテオケにあるのは、今やエルサレムに置き換わるものであり、断食して祈る一群れの人々です。そこで、天が介入して、「わたしのためにバルナバとサウロを聖別しなさい」（使徒十三・二）と聖霊は言われました。


  このように、証拠を挙げ続けることもできます。しかし、要点は何でしょう？神の観点、神の御心によると、すべては天と連携していなければならず、天から治められなければならないのです。これは明白ではないでしょうか？天的豊かさが、ご自身の民に対する神の御旨です。ご自身の民を天的な民にして、ご自身の天の豊かさで満たすこと、これが神の御旨です。最後の箇所では、新しいエルサレムが登場します――古いエルサレムではなく、新しいエルサレムです――新しいエルサレムが、大いなる天の豊かさを帯びて、天から出て神から下って来ます。このエルサレムは巨大です――どの方向も一万二千丁です（黙示録二一・十六）。ここには大いなる豊かさがあります。諸国民はみな、自分たちの力をそこから得ます。その命の木の実や、その命の川の水は、すべての諸国民のためです。その光は、すべての諸国民のためです。「諸国民はその光の中を歩む」（黙示録二一・二四）。これが天的豊かさであり、主は常にこれに向かって働いておられます。


  主は今、あなたや私の内で働いておられます。私は時々思うのですが、私たちには二つの人格があります。一つは地上にあり、一つは天にあります。もともと私たちは地上にいますが、私たちの内には常に「上って行く」何かがあります。主は私たちの内に天からのものをさらにもたらされつつあります。それは天に蓄えられています。主がご自身のことを、地上にいるにもかかわらず、「天にいる人の子」（ヨハネ三・十三）と言われた時、主が言わんとされたのは、おそらくこれではなかったでしょうか？私たちには天で成長している面があります。天を遠い惑星のように思わないでください。私たちはこの天的思想によって成長しつつあります。私たちから何かが「上って行き」つつあります。


  教会はそのようなものである、と私は信じています。真の教会は目に見えないものです。実際のところ教会が何なのか、御霊によらずに知ることはできません。ある特定の場所に集っている人が教会である、とは言えません。特定の教理やキリスト教の真理を告白する人々が教会である、とは言えません。そうかもしれませんし、そうでないかもしれません。しかし、御霊の中で集うなら――これは触れないものです――そこに教会があります。教会はこのようなものであり、これがその天的性格です――そして、これは言わば常に「上って行って」おり、やがて満ち満ちた形で天から出て下って来ます。教会は今、そのような方法で建造されています。教会はこうあるべきことが、神の御旨です。


  しかし、私の今の要点はこうです。主はこの種の代表を――それが個人であれ、群れであれ――地上でご自身の民のそばに置かなければならないのです。それは、ご自身の民を天との接触の中に保つためであり、天的な事柄を常に視野に保つためです。レビ人の機能の一つは、神の御言葉を教えることでした――つまり、主の民を神の御心との接触の中に保つことでした。これは形式の問題ではなく、機能の問題です。自分のことをレビ人と称する必要はありませんし、「先生」と称する必要はなおさらありません。肩書きを帯びるのではなく、この原則を理解してください。もしこの地上で人々を天との接触の中に保っているなら、もし天的な事柄とつながっているなら、もし私たちがいることで人々が建て上げられているなら――これは必ずしも説教によるのではありませんし、身を入れて取り組んで、「さて、このことやあのことを見てください……」と言うことによるのでもありません。そうです、これはただ私たちがいることによってであり、私たちが天の命、性質、豊かさを現すことによってです――私たちが地上にいるおかげで、人々が神のさらに豊かな御心を見るようになるなら、たとえ肩書きはなくても、私たちはレビ人なのです。これが主が得なければならないものです。


  これは個人としてであるかもしれません。主はご自身の民を配置されました。まさにこの書では、天がこの民、諸部族を配置して、「あなたはここにいなさい。ここがあなたの場所です」と告げました。主権をもって主はあなたたちを配置して、あなたたちのある人をドイツに、ある人をポーランドに、ある人をイギリスに、ある人をアメリカに置かれるでしょう。主があなたの人生を案配される時、あなたは天の配剤によってその場所にいるのです。それは、あなたが天との架け橋となるためであり、諸事が霊的に地的水準まで落ち込まないよう守るためです。


  これはまた、もちろん、新約聖書における諸教会の意義でもあります。主の民をここかしこに、至る所に植え付けて、団体的にレビの務めを果たさせること――これが神の御思いです。それは天を近くに保つためであり、諸事を天の近くに保つためです。ああ、すべての教会がこのように諸事を天の近くに保つものだったなら！


  さて、これが出発点です。もっと多くのことを述べることができます。今、新約聖書のすべての手紙の考察を開始して、その完成を見ることもできます。ローマ十二章から始めることもできます――なぜなら、この章はレビ人の原則を示しているからです。「ですから、兄弟たちよ、私は神のあわれみによってあなたたちにお願いします。あなたたちの体を、聖なる、神に受け入れられる、生きた供え物としてささげなさい。これがあなたたちの霊的な奉仕です。この世に倣ってはなりません」。これがレビ人の原則であり、生ける供え物となって、この世にかたどられないことです。このように最後まで続けることができます。しかし、私たちの共同の黙想の大いなる結果は次のとおりです――すなわち、私たちは天と連携してここにとどまり、天の統治下にとどまって、天的な事柄をもたらさなければならないのです。私たちは天と連携して奉仕しているのです。パウロは天のビジョンを見て、それに対して不従順ではありませんでした。私たちの度量や召しに応じて、私たちもこうでなければなりません。パウロは天的な事柄のために犠牲を払い、苦難を受けました。この親愛なる人のおかげではないものが何かあるでしょうか！しかし、パウロは最後まで、天に対してなんと忠実だったのでしょう――投獄され、鎖につながれても、天上以外に何も話さなかったのです。


  「自分の状況はあまりにも困難で、天をもたらすことはできない」というのでしょうか？もちろん、困難な状況はあります。ダニエルの状況は困難でした――その三人の仲間たちは困難な状況にありました。しかし、彼らは天をもたらしました。ダニエル書に記されている偉大な句は――「天が支配する」（四・二六）です。彼らはこれを証明しました。本部は天にあります。バビロン、ローマ、エルサレム、他のどの場所でもなく、天にあります。主は私たちを助けて、私たちが天に向かって生きるように、また天から生きるようにしてくださいます。


  さて、最後に、この一連のメッセージのこの特別な目的を、再び示すことにします。


  神にはただ一つの目的しかありません。それは神を完全に満足させるものであり――「キリストの豊満」です。この豊満は、諸国民の中から召された一つの民の中に見いだされるべきものです。この民により、この豊満をもって、来たるべき代々の時代、被造物を治めることが神の御旨です。これは否応なく実現されるものではなく、今、無限の代価を払って戦うことによってのみ実現されます。


  「脱落する」者はみな、この究極的なものの「中に入る」ことはありません。この道を最後まで行き、すべての条件を満たして、「自分の召しと選びを確かなものにする」人々は、多くないでしょう。しかし、多くの人はこの王国に入って、それぞれの度量に応じて、多かれ少なかれ、嗣業を嗣ぐでしょう。


  全き御旨に到達するには、開拓者たちが必要です。開拓者たちの道は特別な道であり、他の人々がほとんど知らない、様々な経験、苦難、困惑、試みに満ちています。


  しかし、神はご自身の開拓者たち――個人であれ、群れであれ――を得なければなりません。この人々は


  「主に全く従う」


  人々です。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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